


栗
笠
の
獅
子
舞



表
紙
の
説
明

表
紙
の
栗
笠
村
絵
図
は
、
専
了
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
で
文
化
十
二
年

九
月
に
書
か
れ
た
も
の
で
す
。
文
化
十
二
年
と
い
え
ば
昭
和
五
十
七
年
か
ら
は

一
六
七
年
前
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
当
時
は
、
世
の
中
が
ぜ
い
た
く
に
流
れ
、

芸
事
が
非
常
に
流
行
し
た
時
代
で
し
た
。
当
時
の
栗
笠
村
は
、
湊
町
と
し
て
繁

栄
を
誇
っ
た
昔
の
姿
は
う
す
れ
て
き
て
い
た
が
、
佐
藤
家
一
族
が
船
問
屋
・
庄

屋
と
し
て
粟
笠
を
支
配
し
て
い
た
時
代
で
あ
っ
て
、
福
地
神
社
の
祭
礼
に
献
灯

さ
れ
る
大
提
灯
や
切
子
灯
籠
は
こ
の
時
代
の
名
残
で
あ
り
、
獅
子
舞
も
盛
大
に

奉
納
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
絵
図
に
よ
る
と
主
な
道
路
は
今
も
昔
の
ま
、
で
す
。
居
屋
敷
も
昔
の
ま

ま
の
所
が
多
く
、
今
自
分
の
住
ん
で
い
る
屋
敷
に
は
誰
が
住
ん
で
い
た
の
か
、

自
分
の
先
祖
は
ど
こ
に
住
ん
で
い
た
の
で
し
ょ
う
か
、
輿
専
寺
が
村
の
西
端
に

あ
っ
た
こ
と
に
は
驚
く
人
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
絵
図
を
な
が
め
て
い
る
と
、
わ
れ
わ
れ
の
先
祖
が
あ
り
し
昔
を
い
ろ
い

ろ
と
語
り
か
け
て
く
れ
る
よ
う
で
あ
り
、
遠
い
先
祖
の
血
が
そ
の
ま
、
自
分
の

か
ら
だ
に
流
れ
て
い
る
こ
と
が
実
感
さ
れ
ま
す
。



●
ま
え
が
き

栗
笠
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
獅
子
舞
は
、
そ
の
起
原
も
古
く
、
又
そ
の
種
目
も
四
十
八
種
目

に
も
及
ん
で
い
て
県
下
で
も
他
に
み
ら
れ
な
い
民
俗
芸
能
で
あ
り
昭
和
四
十
五
年
八
月
十
一

日
に
岐
阜
県
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

栗
笠
の
よ
う
な
湊
町
の
住
民
は
、
敬
神
の
念
が
強
く
、
気
風
が
明
る
く
芸
能
を
好
む
も
の

で
す
が
、
長
年
に
わ
た
っ
て
こ
の
湊
町
を
支
配
し
て
き
た
豪
族
佐
藤
氏
が
五
穀
豊
穣
・
村
内

繁
栄
祈
願
な
ら
び
に
村
民
の
娯
楽
の
た
め
に
獅
子
舞
を
奨
励
し
、
庇
護
し
た
た
め
な
が
く
伝

承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

明
治
の
時
代
に
な
っ
て
か
ら
も
村
に
在
住
す
る
青
年
は
獅
子
連
中
に
入
る
こ
と
を
義
務
と

し
、
名
誉
と
思
い
、
寝
食
を
忘
れ
て
古
老
・
先
輩
か
ら
き
び
し
く
獅
子
舞
・
笛
・
太
鼓
の
伝

授
を
受
け
た
も
の
で
し
た
。

し
か
し
、
時
代
の
変
遷
に
つ
れ
て
青
年
が
獅
子
芸
の
習
熟
の
た
め
二
、
三
か
月
に
わ
た
る

長
期
の
練
習
を
続
け
る
こ
と
は
不
可
能
と
な
っ
て
き
た
た
め
、
現
在
で
は
栗
笠
獅
子
舞
保
存

会
の
方
々
は
児
童
・
生
徒
を
対
象
と
し
て
そ
の
維
持
保
有
に
尽
力
し
て
い
て
下
さ
い
ま
す
が
、

学
習
時
間
と
の
関
連
等
に
お
い
て
種
々
の
困
難
が
山
積
し
て
い
る
状
態
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
冊
子
は
、
栗
笠
の
獅
子
舞
に
つ
い
て
の
ご
理
解
を
頂
く
た
め
に
刊
行
し
た
も
の
で
、

先
ず
獅
子
舞
を
は
ぐ
く
み
育
て
て
来
た
栗
笠
は
ど
ん
な
歴
史
を
も
つ
村
で
あ
っ
た
か
を
述
べ
、

次
に
獅
子
舞
の
芸
に
つ
い
て
の
解
説
を
い
た
し
ま
し
た
。

皆
様
が
こ
の
冊
子
に
よ
っ
て
栗
笠
の
獅
子
舞
に
つ
い
て
よ
り
深
い
ご
理
解
を
頂
き
、
鑑
賞

眼
を
高
め
て
頂
く
と
共
に
獅
子
舞
発
展
の
た
め
に
ご
支
援
を
賜
り
た
く
お
願
い
申
上
げ
ま
す
。

昭
和
五
十
七
年
三
月

養
老
町
教
育
委
員
会
教
育
長

三

輪

良

三
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第
一
草
　
栗
　
笠
　
村

栗
笠
の
村
は
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
開
け
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
に
発
展

し
て
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
又
、
栗
笠
の
獅
子
舞
は
、
ど
う
し
て
生

い
立
ち
、
伝
承
さ
れ
て
釆
た
か
、
そ
の
歴
史
の
あ
と
を
た
ど
っ
て
み

よ
う
。

１
、
栗
笠
村
の
沿
革

「
倭
名
類
聚
鈔
」
（
「
和
名
抄
」
と
も
い
う
）
は
、
西
暦
九
三
〇
年
の
頃

に
で
き
た
書
物
で
あ
る
が
、
こ
の
本
の
中
に
美
濃
国
八
郷
の
中
、
富

上
郷
と
い
う
郷
が
載
っ
て
い
る
。
こ
の
富
上
郷
に
つ
い
て
・
大
日
本
史
」

で
は
、
「
富
上
の
上
は
土
の
ま
ち
が
い
で
富
土
が
ほ
ん
と
う
で
あ
ろ
う
。

今
多
芸
郡
の
東
の
方
、
栗
笠
村
に
福
地
神
社
が
あ
る
が
、
そ
れ
が
そ

の
名
の
な
ご
り
で
あ
ろ
う
。
」
と
の
べ
て
い
る
。
富
＝
福
、
土
＝
地
で

富
土
が
福
地
に
変
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
千
五
十
年

も
前
の
本
に
載
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
栗
笠
も
ず
い
ぶ
ん
古
く
か

ら
開
け
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
宝
暦
六
年
（
西
暦
一
七
五
六
）
に
で
き

た
「
濃
陽
志
略
」
と
い
う
本
に
も
「
こ
の
地
に
福
地
神
社
が
あ
る
か
ら

富
上
の
郷
は
こ
の
栗
笠
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
、
古
い
時
代
の
栗
笠
の
集
落
は
現
在
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た

の
で
は
な
く
、
五
百
メ
ー
ト
ル
程
南
の
方
の
字
北
村
と
い
う
微
高
地
に
あ
っ
た
も
の
で
、
そ
の
あ
と
は
今
畑
地
に
な
っ
て
お
り
、
福
地
神

社
も
そ
の
付
近
に
あ
っ
た
。
今
そ
の
あ
と
に
福
地
神
社
址
と
い
う
標

柱
が
建
っ
て
い
る
。
又
、
畑
地
か
ら
は
弥
生
土
器
や
須
恵
器
の
破
片

が
出
土
す
る
の
で
栗
笠
の
先
祖
は
千
数
百
年
程
も
前
か
ら
住
み
つ
い

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

文
明
十
七
年
（
一
四
八
五
）
と
い
え
ば
、
戦
国
時
代
の
は
じ
ま
り
か

け
た
時
で
あ
る
が
、
こ
の
年
の
文
書
に
多
芸
郡
妃
婦
寝
郷
味
足
村
と

記
し
、
延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）
の
文
書
に
は
北
村
之
郷
昧
足
村
、
又

永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
の
文
書
に
は
濃
州
當
耆
郡
姫
船
郷
栗
笠
、
慶

長
元
年
（
一
五
九
六
）
の
文
書
に
は
北
村
郷
栗
笠
村
の
北
村
天
神
の
御

遷
宮
を
し
た
と
記
さ
れ
、
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
の
文
書
に
は
北
村

之
郷
と
記
さ
れ
て
い
る
。
（
栗
笠
寺
了
寺
所
蔵
文
書
に
拠
る
）
栗
笠
団

地
の
す
ぐ
東
に
貴
船
神
社
址
の
標
柱
が
立
っ
て
い
る
。

北
村
に
住
ん
で
い
た
人
た
ち
は
ど
う
い
う
わ
け
で
現
在
の
と
こ
ろ

へ
移
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
五
・
六
百
年
も
前
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、

牧
田
川
筋
の
堤
防
が
次
第
に
築
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
こ
れ

ま
で
た
び
た
び
水
害
に
な
や
ん
で
い
た
村
人
た
ち
は
、
堤
防
ぞ
い
に

移
住
し
て
少
し
で
も
水
害
か
ら
の
が
れ
よ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
し
か
も
、
川
沿
い
の
地
は
交
通
も
便
利
で
生
活
が
し
や
す
い

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
移
住
が
行
わ
れ
た
時
代
は
明
確
に
は
わ
か
ら
な

い
が
、
戦
国
時
代
の
末
期
に
は
栗
笠
の
村
名
が
あ
ら
わ
れ
、
湊
町
と

し
て
次
第
に
発
達
し
て
来
た
。

●１



2

江
戸
時
代
に
な
る
と
、
栗
笠
は
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
に
下
笠
・

船
附
・
大
野
・
上
之
郷
・
烏
江
な
ど
と
と
も
に
幕
府
の
直
轄
地
と
な

り
、
下
笠
に
い
た
幕
府
の
代
官
石
原
清
左
衛
門
の
管
轄
下
に
な
っ
た

が
元
和
五
年
尾
張
領
と
な
っ
た
。
（
上
之
郷
は
幕
領
の
ま
ゝ
残
っ
た
。
）

後
、
尾
張
藩
の
付
家
老
今
尾
城
主
竹
腰
氏
の
領
地
と
な
っ
て
明
治
維

新
ま
で
続
き
、
明
治
四
年
七
月
廃
藩
置
県
の
時
今
尾
県
と
な
り
、
同

年
十
一
月
岐
阜
県
の
所
轄
と
な
っ
た
。

栗
笠
の
村
高
（
そ
の
村
の
年
貢
な
ど
の
基
準
に
な
る
米
の
収
穫
高
）

は
、
慶
長
一
八
年
（
一
六
一
三
）
の
「
美
濃
一
国
郷
牒
」
で
は
五
八
四
石

余
。
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
の
「
美
濃
図
郷
帳
」
で
は
六
〇
四
石
余
ほ

か
に
新
開
地
六
八
石
と
な
っ
て
お
り
、
沼
新
田
や
五
島
新
田
が
開
発

さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
明
治
維
新
当
時
で
は
九
六
一
石
四
斗
七
升

七
合
、
総
反
別
八
五
町
拾
四
歩
で
あ
る
。
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
八

六
五
石
余
、
新
田
高
九
九
石
余
、
堤
外
金
草
川
沿
い
新
田
一
二
石
で

あ
る
。
戸
数
・
人
口
は
元
禄
一
六
年
（
一
七
〇
三
）
一
一
五
戸
・
五
六

七
人
、
寛
政
一
〇
年
（
一
七
九
八
）
一
五
六
戸
・
八
二
〇
人
、
明
治
五

年
（
一
八
七
二
）
一
七
二
戸
・
七
八
一
人
、
明
治
十
四
年
一
九
三
戸
・

八
四
四
人
で
あ
っ
た
。

明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
笠
郷
村
の
大
字
、
昭
和
二
九
年
（
一
九

五
四
）
養
老
町
栗
笠
と
な
る
。
昭
和
四
七
年
か
ら
字
仲
田
に
住
宅
団

地
が
造
成
さ
れ
現
在
五
〇
戸
・
一
九
三
人
で
栗
笠
総
戸
数
は
二
〇
三

戸
総
人
口
九
三
二
人
で
あ
る
。

2
、
栗
笠
村
の
繁
栄

栗
笠
村
は
、
室
町
時
代
の
末
期
か
ら
明
治
維
新
前
ま
で
烏
江
・
船

附
と
共
に
い
わ
ゆ
る
濃
州
三
湊
と
し
て
栄
え
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
又
、

享
保
一
七
年
（
一
七
三
二
）
か
ら
六
斎
市
と
い
っ
て
毎
月
、
日
を
定
め

て
市
が
六
回
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
の
市
は
い
つ
ま
で
続

い
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
当
時
栗
笠
は
湊
町
と
し
て
だ
け
で
は
な
く

市
場
と
し
て
も
栄
え
当
地
方
の
舟
運
・
陸
上
交
通
・
物
資
交
流
・
経
済
な

ど
の
中
心
地
と
し
て
重
要
な
地
点
で
あ
っ
た
。
村
の
東
の
入
口
に
市

の
神
様
で
あ
る
大
市
姫
神
を
ま
つ
る
市
神
神
社
が
鎮
座
す
る
。

「
濃
州
殉
行
記
」
は
寛
政
年
間
（
一
七
八
九
～
一
八
〇
〇
）
に
で
き

た
本
で
あ
る
が
、
こ
の
本
に
は
栗
笠
村
の
繁
栄
ぶ
り
を
次
の
よ
う
に

記
し
て
い
る
。

（
此
村
は
牧
田
川
の
堤
の
南
傍
に
民
戸
建
な
ら
び
牧
田
街
道
筋

に
て
町
並
な
り
、
湊
ゆ
え
農
商
を
兼
ね
た
る
も
の
多
し
、
町
長

は
東
西
三
町
（
約
三
二
七
m
）
ほ
ど
あ
り
、
町
の
名
は
な
き
よ
し
、

酒
屋
・
味
噌
屋
・
小
物
屋
・
紺
屋
・
菓
子
屋
其
外
小
商
を
す
る

家
余
程
み
え
た
り
、
其
内
佐
藤
与
三
郎
・
佐
藤
文
四
郎
富
戸
に

て
家
づ
く
り
も
よ
し
、
湊
問
屋
を
佐
藤
次
郎
左
衛
門
と
云
、
御

役
舟
帯
（
平
田
船
、
海
で
も
舟
運
の
で
き
る
大
き
な
船
で
七
〇
石

～
一
〇
〇
石
積
）
六
艘
と
鵜
飼
船
（
鵜
飼
を
す
る
船
で
は
な
く



荷
物
船
で
二
〇
～
五
〇
石
積
）
四
艘
、
御
役
船
の
外
舟
帯
二
艘
、

四
っ
乗
一
艘
、
藻
取
船
八
艘
あ
り
て
此
は
船
か
せ
ぎ
を
す
る
家

八
戸
ほ
ど
あ
る
由
、
岐
阜
よ
り
商
い
上
せ
荷
物
多
く
こ
、
の
湊

へ
着
岸
し
、
茶
荷
物
も
来
る
と
な
り
、
み
る
と
こ
ろ
村
に
ぎ
わ

し
く
豊
饒
の
地
な
り
、
其
外
頭
百
姓
を
佐
藤
丈
三
郎
・
佐
藤
安

三
郎
、
庄
屋
宇
内
と
云
、
又
前
に
記
す
文
四
郎
と
与
三
郎
な
り
、

○
此
村
田
面
は
東
南
の
方
船
附
村
の
間
へ
長
く
出
張
り
地
高
く

し
て
水
深
溜
り
な
く
艮
地
也
、
田
面
の
字
を
仲
田
・
村
前
・
沼
・

猿
橋
・
蓮
池
、
内
草
場
な
ど
云
え
り
、
筋
か
い
に
烏
江
村
・
江

月
村
悪
水
落
江
筋
あ
り
。
（
昭
和
三
五
年
の
土
地
改
良
工
事
で
な

く
な
っ
た
。
）

一
、
早
戸
大
明
神
境
内
一
反
二
畝
（
約
一
二
〇
〇
㎡
）
村
除
也
、
此

社
は
村
内
入
口
左
の
方
に
あ
り
、
宮
づ
く
り
よ
し
、
福
地
大
明

神
境
内
一
反
五
畝
七
歩
（
約
一
五
〇
〇
㎡
）
（
そ
の
址
に
標
柱
が

建
っ
て
い
る
。
）
、
白
山
権
現
社
一
畝
十
歩
（
約
一
三
三
㎡
）
（
そ

の
址
に
標
柱
が
建
っ
て
い
る
。
）
共
に
村
除
也
、
村
の
南
に
あ
り
。

（
こ
の
記
述
に
よ
っ
て
二
百
年
程
前
に
は
今
の
福
地
神
社
の
地

に
は
早
戸
神
社
が
鎮
座
し
て
い
て
、
後
、
福
地
神
社
が
北
村
か

ら
、
白
山
神
社
が
村
前
か
ら
移
っ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
）

輿
専
寺
境
内
（
現
在
田
中
忠
男
氏
宅
前
付
近
一
帯
）
九
畝
、
専
了

寺
境
内
一
反
四
畝
二
十
五
歩
共
に
村
除
也
。

又
、
「
新
撰
美
濃
志
」
と
い
う
百
四
十
年
程
前
の
書
の
「
白
石
村
」
の
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と
こ
ろ
に
は
、

「
養
老
酒
は
、
近
き
栗
笠
村
の
竹
光
堂
と
い
う
家
に
て
製
造
て

諸
方
に
う
る
。
瀧
津
瀬
と
名
づ
け
て
名
産
と
す
。
其
精
厚
甘
味
他

に
比
す
る
も
の
な
し
、
よ
り
て
価
も
亦
貴
し
、
高
田
の
町
に
て
作

れ
る
を
も
亦
養
老
酒
と
い
う
。
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
に
文
人
た
ち
が
佐
藤
与
三
郎
邸
に
集
っ
て

栗
笠
八
景
を
定
め
、
漢
詩
や
和
歌
を
つ
く
っ
て
い
る
。

栗
笠
八
景

栗
笠
湊
船
　
　
　
養
老
山
花
　
　
一
本
松
月

牧
田
川
蛍
　
　
　
多
芸
野
雪
　
　
中
道
旅
人

鎌
倉
堤
雨
　
　
　
明
神
夜
灯

３
、
栗
笠
湊
・
九
里
半
街
道

中
世
の
末
期
か
ら
牧
田
川
沿
い
の
烏
江
・
栗
笠
・
船
附
は
湊
町
と

し
て
次
第
に
発
達
し
て
来
て
江
戸
時
代
に
は
「
濃
州
三
湊
」
と
い
わ

れ
、
我
が
国
の
経
済
上
・
交
通
上
・
運
輸
上
重
要
な
と
こ
ろ
と
な
っ

て
来
た
。

我
が
国
の
本
州
の
地
形
は
中
央
を
背
骨
の
よ
う
に
高
い
山
地
が
連

な
っ
て
い
て
太
平
洋
方
面
と
日
本
海
方
面
と
に
分
け
て
し
ま
っ
て
い

る
。
唯
、
関
ケ
原
の
と
こ
ろ
は
山
脈
の
切
れ
目
に
な
っ
て
い
て
昔
か
ら

中
山
道
や
北
国
街
道
な
ど
に
よ
っ
て
太
平
洋
方
面
と
日
本
海
方
面
・

関
西
地
方
を
結
ぶ
最
も
便
利
で
最
も
短
い
距
離
に
な
っ
て
お
り
、
現

在
で
も
東
海
道
本
線
・
東
海
道
新
幹
線
・
名
神
高
速
道
路
な
ど
が
通

じ
て
い
る
重
要
な
地
点
で
あ
る
。

三
湊
は
、
舟
運
で
桑
名
や
名
古
屋
、
さ
ら
に
遠
く
江
戸
と
も
結
ば

れ
て
お
り
、
ま
た
陸
運
で
は
三
湊
を
起
点
と
し
、
栗
笠
西
の
金
草
川

堤
を
岩
道
・
西
岩
道
・
口
ヶ
島
・
高
田
・
五
日
市
・
牧
田
・
関
ケ
原

を
経
て
琵
琶
湖
畔
の
朝
妻
湊
（
米
原
）
に
い
た
る
九
里
半
街
道
（
九
里

半
廻
し
）
に
よ
っ
て
関
ケ
原
で
中
山
道
に
合
し
、
北
国
街
道
と
結
ば

れ
て
い
た
た
め
三
湊
は
琵
琶
湖
と
伊
勢
湾
を
結
ぶ
重
要
な
中
継
点
と

し
て
発
展
し
、
東
西
間
の
内
陸
輸
送
の
最
短
距
離
コ
ー
ス
に
あ
た
り
、

最
短
・
最
速
・
黄
低
賃
金
を
求
め
て
関
東
・
関
西
の
諸
荷
物
が
行
き

合
っ
た
。

上
り
荷
物
（
関
西
・
北
陸
へ
行
く
荷
物
）
の
主
な
も
の
は
木
曽
材
・

茶
・
塩
・
陶
器
な
ど
で
下
り
荷
物
の
主
な
も
の
は
抽
・
木
炭
・
棉
・

米
・
石
灰
な
ど
で
あ
っ
た
。

烏
江
湊
の
船
問
屋
は
吹
原
家
、
栗
笠
湊
は
佐
藤
家
、
船
附
湊
は
安

田
家
が
勤
め
て
い
て
非
常
に
繁
栄
を
誇
っ
て
い
た
が
江
戸
時
代
の
中

頃
か
ら
湊
は
次
第
に
衰
え
て
い
っ
た
。
そ
の
主
な
原
因
と
し
て
は
、

①
　
大
型
船
の
建
造
が
盛
ん
に
な
っ
た
た
め
、
大
阪
・
江
戸
間
の
海

上
輸
送
が
便
利
に
な
り
内
陸
輸
送
が
減
っ
た
。

②
　
牧
田
川
に
土
砂
が
堆
積
し
て
次
第
に
川
が
浅
く
な
り
舟
帯
な
ど
大
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き
な
船
が
通
れ
な
く
な
っ
た
た
め
上
り
船
は
途
中
で
大
き
い
船
か

ら
小
さ
い
船
に
荷
を
積
み
か
え
1
、
下
り
船
は
は
じ
め
小
さ
い
船
に

荷
を
積
み
下
り
、
途
中
で
大
き
い
船
に
積
み
か
え
ね
ば
な
ら
ぬ
よ

う
な
不
便
が
多
く
な
り
、
し
た
が
っ
て
運
賃
も
高
く
つ
い
た
。

③
大
垣
に
船
町
湊
が
発
展
し
て
来
た
た
め
、
荷
物
は
便
利
な
船
町

湊
へ
行
く
の
が
次
第
に
多
く
な
っ
た
。
（
尾
張
領
の
荷
物
は
三
湊

へ
廻
し
、
他
領
の
船
町
湊
へ
は
廻
さ
な
い
よ
う
に
荷
物
問
屋
に
命

令
を
出
し
て
ほ
し
い
と
何
度
も
三
湊
か
ら
尾
張
藩
へ
嘆
願
し
て
い

る。）

④
　
明
治
維
新
の
結
果
、
領
主
尾
張
藩
の
庇
護
が
な
く
な
っ
た
。

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

明
治
維
新
で
湊
と
し
て
の
機
能
は
亡
び
た
が
、
昭
和
の
初
期
ま
で

は
中
鵜
飼
船
が
二
、
三
艘
位
は
碇
泊
し
て
お
り
、
堤
上
に
は
倉
庫
が

建
並
び
、
大
神
宮
の
灯
明
に
は
あ
か
り
が
あ
げ
ら
れ
湊
と
し
て
の
お

も
か
げ
が
残
っ
て
い
た
が
、
昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）
牧
田
川
と
杭

瀬
川
の
分
流
工
事
が
行
わ
れ
て
か
ら
は
そ
の
お
も
か
げ
も
な
く
な
っ

た
。し

か
し
、
今
で
も
往
還
の
町
並
み
は
間
口
が
狭
く
奥
行
き
が
深
く
、

農
村
集
落
に
は
見
ら
れ
な
い
河
港
町
的
な
雰
囲
気
を
残
し
て
い
る
。

今
、
市
神
神
社
の
境
内
に
前
に
述
べ
た
栗
笠
湊
の
堤
に
あ
っ
た
皇

太
神
宮
の
灯
明
が
移
さ
れ
て
い
る
が
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
の
建
立

で
あ
る
。
昔
八
軒
あ
っ
た
船
頭
さ
ん
の
子
孫
で
現
存
七
軒
の
家
か
ら

奉
献
さ
れ
た
灯
籠
七
張
が
毎
年
例
祭
の
日
に
と
も
さ
れ
る
。
湊
町
に

ふ
さ
わ
し
い
う
る
わ
し
い
行
事
で
あ
る
。

市神神社灯明及び七つの灯籠

４
、
運
河
の
掘
鑿
計
画

牧
田
川
と
琵
琶
湖
と
を
結
ぶ
運
河
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら

ば
、
運
輸
上
・
経
済
上
・
軍
事
上
な
ど
に
莫
大
な
利
益
が
も
た
ら
さ
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れ
る
の
で
、
江
戸
時
代
の
初
め
に
彦
根
藩
に
よ
っ
て
牧
田
川
と
米
原

の
近
く
の
天
の
川
を
結
ぶ
運
河
を
計
画
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
種
々

の
支
障
の
た
め
成
就
し
な
か
っ
た
。

幕
末
に
も
軍
事
上
の
必
要
か
ら
再
計
画
さ
れ
た
が
明
治
維
新
と
な

っ
て
う
や
む
や
と
な
っ
た
。

更
に
太
平
洋
戦
争
後
に
も
計
画
さ
れ
騒
が
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が

こ
の
度
も
成
就
し
な
か
っ
た
。

５
、
佐
　
藤
　
家

栗
笠
湊
の
船
問
屋
と
し
て
三
百
余
年
間
栄
え
た
佐
藤
家
は
藤
原
不

比
等
の
後
裔
で
家
紋
は
源
氏
車
、
美
濃
国
上
有
知
（
現
、
美
濃
市
）
の

城
主
で
あ
っ
た
。

佐
藤
将
監
親
義
は
志
津
山
（
南
濃
町
志
津
）
を
居
城
と
し
て
い
た
が

永
禄
七
年
（
一
五
六
四
）
織
田
信
長
の
先
陣
尾
張
国
蟹
江
城
主
瀧
川
一

益
の
為
に
攻
略
さ
れ
、
縁
を
求
め
て
大
塚
城
主
（
養
老
町
泉
町
）
丸
毛

兵
庫
頭
に
寄
食
し
て
い
た
が
後
、
栗
笠
に
移
住
し
た
。
天
正
一
四
年

（
一
五
八
六
）
八
月
晦
日
卒
し
た
。
法
名
覚
林
院
殿
雲
庵
宗
関
大
居
士
、

大
塚
村
の
妙
徳
院
に
葬
っ
た
。
志
津
の
善
教
寺
に
墓
碑
が
あ
る
。

親
成
は
将
監
の
子
で
あ
る
。
五
郎
右
衛
門
と
称
し
た
。
元
亀
元
年

（
一
五
七
〇
）
織
田
信
長
が
越
前
の
朝
倉
義
景
を
征
伐
し
た
時
、
浅
井

長
政
に
後
を
絶
た
れ
た
た
め
に
急
遽
引
き
あ
げ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
徳
川
家
康
は
五
僧
・
保
月
の
間
道
を
経
て
時
・
多
良
を
通
っ

て
大
塚
村
妙
徳
院
に
入
り
、
さ
ら
に
栗
笠
に
来
て
佐
藤
五
郎
右
衛
門

の
家
に
宿
っ
た
。
そ
の
時
松
風
と
い
う
茶
磨
と
飯
籠
を
賜
っ
た
。
五

郎
右
衛
門
は
高
田
湊
の
西
脇
三
郎
左
衛
門
と
力
を
あ
わ
せ
て
夜
中
に

船
を
出
し
家
康
を
恕
酔
村
（
南
濃
町
）
ま
で
無
事
送
っ
た
。
慶
長
一
〇

年
（
一
六
〇
五
）
卒
。
妙
徳
院
に
葬
っ
た
。

栗
笠
湊
の
佐
藤
五
郎
右
衛
門
と
高
田
湊
の
西
脇
三
郎
左
衛
門
は
、

慶
長
一
五
年
高
須
城
主
徳
永
寿
昌
か
ら
湊
の
開
発
に
功
が
あ
っ
た
と

い
う
の
で
、
特
に
持
船
二
艘
を
持
つ
こ
と
を
許
さ
れ
、
そ
の
う
ち
一

艘
は
番
船
の
取
扱
い
を
受
け
ず
随
時
船
積
み
を
し
て
も
よ
い
と
い
う

特
権
を
与
え
ら
れ
た
。

親
別
は
親
戚
の
子
で
あ
る
が
五
郎
右
衛
門
を
襲
名
し
た
。
高
田
湊

の
西
脇
三
郎
左
衛
門
は
故
あ
っ
て
罪
に
よ
り
断
絶
し
た
た
め
西
脇
家

の
船
株
は
佐
藤
家
に
受
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。

親
重
は
親
別
の
弟
で
三
四
郎
と
称
し
た
。
親
別
の
死
後
、
後
継
者

の
孫
左
衛
門
は
ま
だ
幼
少
で
あ
っ
た
の
で
三
四
郎
親
重
が
問
屋
を
継

ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
孫
左
衛
門
が
成
人
し
て
か
ら
も
問
屋

株
は
も
と
に
も
ど
さ
れ
る
こ
と
な
く
親
重
の
子
孫
が
相
続
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
卒
。
大
塚
村
の
荘
福
寺
に
葬
る
。

佐
藤
家
は
荘
福
寺
の
大
壇
那
と
し
て
代
々
の
墓
が
多
数
現
存
す
る
。

荘
福
寺
は
鎌
倉
時
代
の
初
め
に
創
建
さ
れ
た
名
刹
で
あ
る
。
昭
和
八

年
牧
田
川
改
修
工
事
の
時
高
田
の
現
在
地
へ
移
転
し
た
。
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佐
藤
家
は
次
第
に
繁
栄
し
て
多
く
の
分
家
が
あ
っ
た
が
い
づ
れ
も

頭
百
姓
や
庄
屋
を
つ
と
め
て
い
た
。
文
化
一
二
年
（
一
八
一
五
）
の
村

絵
図
（
専
了
寺
所
蔵
）
に
よ
れ
ば
、
材
木
屋
佐
藤
文
四
郎
、
佐
藤
万
三

郎
、
佐
藤
宇
内
、
酒
屋
丈
右
衛
門
、
佐
藤
与
三
郎
、
紺
屋
佐
藤
三
郎

次
、
問
屋
次
郎
左
衛
門
等
佐
藤
一
族
が
い
づ
れ
も
大
き
な
樺
を
か
ま

え
て
い
て
そ
の
繁
栄
の
さ
ま
が
う
か
ゞ
わ
れ
る
。
佐
藤
一
族
は
皆
苗

字
帯
刀
を
許
さ
れ
、
本
家
の
船
問
屋
佐
藤
次
郎
左
衛
門
家
は
問
屋
の

経
営
が
し
ば
し
ば
窮
地
に
お
ち
い
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
分
家
の

与
三
郎
家
が
最
も
栄
え
、
最
後
ま
で
残
っ
た
。
（
表
紙
村
絵
図
参
照
）

現
在
で
は
佐
藤
家
は
一
戸
も
残
っ
て
い
な
い
。

福
地
神
社
に
は
佐
藤
家
が
寄
進
し
た
陶
製
の
狛
犬
や
、
明
和
元
年

（
一
七
六
四
）
の
石
灯
籠
二
基
が
あ
る
。

６
、
福
　
地
　
神
　
社

福
地
神
社
の
祭
神
は
大
物
主
神
す
な
わ
ち
光
国
主
神
で
あ
る
。
当

社
の
記
録
は
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
洪
水
の
た
め
流
失
し
、
さ
ら
に

天
明
二
年
二
七
八
二
）
と
文
化
八
年
（
一
八
二
）
と
の
二
度
の
火
災

に
よ
っ
て
全
く
な
く
な
っ
た
の
で
由
緒
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
前
に

も
述
べ
た
よ
う
に
福
地
神
社
は
も
と
現
在
地
の
南
方
約
五
百
メ
ー
ト

ル
の
字
北
村
に
鎮
座
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）

一
説
で
は
享
保
一
五
年
（
一
七
三
〇
）
に
隼
人
神
社
が
前
か
ら
鎮
座
し

福地神社

て
い
た
現
在
地
に
遷
座
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

例
祭
は
十
月
五
日
に
行
わ
れ
、
境
内
は
約
一
七
〇
〇
㎡
。

御
神
体
は
昔
は
阿
弥
陀
如
来
の
木
像
で
あ
っ
た
が
、
明
治
一
一
年

（
一
八
七
八
）
十
月
三
〇
日
直
径
三
寸
（
約
九
ｃ
ｍ
）
　
の
円
鏡
を
御
神
体

と
し
た
。

境
内
に
は
、
隼
人
神
社
・
白
山
神
社
・
金
刀
比
羅
神
社
・
御
鍬
神

社
・
秋
葉
神
社
・
馬
神
神
社
及
び
春
繁
稲
荷
大
明
神
が
鎮
座
す
る
。
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７
、
市
　
神
　
神
　
社

村
の
東
端
に
鎮
座
。
創
建
年
代
は
は
っ
き
り
分
か
ら
な
い
が
、
栗
笠

が
湊
町
と
し
て
栄
え
又
、
前
述
し
た
よ
う
に
享
保
一
七
年
（
一
七
三

二
）
に
は
六
斎
市
が
開
か
れ
市
場
と
し
て
も
盛
ん
で
あ
っ
た
た
め
市

場
の
守
護
神
と
し
て
勧
請
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
祭
神
は
大
市
姫
神

で
あ
る
。

市神神社

８
、
須
　
賀
　
神
　
社

村
の
西
端
に
鎮
座
。
創
建
年
代
は
は
っ
き
り
分
か
ら
な
い
が
、
村
を

災
害
や
疫
病
な
ど
か
ら
守
護
す
る
た
め
勧
請
し
た
も
の
で
祭
神
は
素

盞
鳴
尊
（
牢
頭
天
王
）
で
あ
る
。

須
賀
神
社

９
、
福
地
神
社
の
祭
礼

十
月
五
日
が
例
祭
日
で
、
他
の
神
社
で
は
ち
ょ
っ
と
見
ら
れ
な
い

盛
観
で
あ
る
。

○
太
鼓
や
ぐ
ら
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境
内
中
央
や
ヽ
東
よ
り
に
六
・
三
ｍ
四
方
、
高
さ
三
・
六
ｍ
の

や
ぐ
ら
が
組
立
て
ら
れ
太
鼓
三
か
ら
が
あ
げ
ら
れ
る
。

○
獅
子
舞
の
舞
台

境
内
の
西
南
隅
に
設
け
ら
れ
る
。
正
面
七
・
五
ｍ
、
奥
行
四
・
五
ｍ

○
大
　
提
　
灯

栗
笠
名
物
の
大
提
灯
四
張
が
あ
る
。
高
さ
三
・
〇
三
ｍ
、
直
径

二
・
〇
三
ｍ
、
重
量
約
二
二
ｋ
ｇ
、
竹
骨
六
五
本
の
超
大
型
提
灯

で
あ
る
。

昔
は
立
派
な
絵
を
書
い
た
が
、
現
在
は
上
下
を
赤
・
青
で
染
め
、

中
央
に
御
神
灯
と
横
書
す
る
。

大
提
灯

○
切
　
子
　
灯
　
籠

高
さ
一
・
八
ｍ
、
長
さ
三
・
五
ｍ
、
巾
〇
・
九
ｍ
の
も
の
一
個
。

こ
の
切
子
灯
龍
は
組
立
式
に
な
っ
て
お
り
、
修
理
改
造
の
あ
と

が
あ
る
が
、
文
化
・
文
政
頃
か
ら
献
灯
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

切子灯籠

○
絵
　
灯
　
籠

直
径
九
〇
ｃ
ｍ
、
高
さ
一
二
〇
ｃ
ｍ
の
絵
灯
籠
六
張
と
こ
れ
よ
り
や

や
大
き
い
も
の
二
張
が
あ
る
。
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紅灯籠

〇
二
　
十
　
四
　
灯

高
さ
一
五
〇
ｃ
ｍ
、
直
径
四
〇
ｃ
ｍ
の
灯
籠
二
十
四
張
を
拝
殿
前
両

側
に
各
十
二
灯
づ
、
。

〇
五
三
の
桐
提
灯

そ
の
他
大
小
の
提
灯
が
約
百
十
張
鮎
火
さ
れ
荘
厳
な
な
か
に
祭

気
分
は
い
や
が
上
に
も
た
か
め
ら
れ
る
。

○
辻
　
の
　
屋
　
台

村
内
に
は
四
か
所
の
辻
に
屋
台
が
立
て
ら
れ
各
八
張
づ
、
の
御

神
灯
が
と
も
さ
れ
。

辻屋台

○
大
　
　
　
　
輪

村
内
四
個
所
に
天
職
が
二
本
づ
ゝ
立
て
ら
れ
る
。
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大
の
ぼ
り

○
獅
子
舞
の
奉
納
（
第
二
章
に
詳
述
）

十
月
五
日
・
六
日
の
両
日
午
後
奉
納
さ
れ
る
。

○
祭
踊
り
の
奉
納

十
月
五
日
・
六
日
の
両
日
獅
子
舞
の
終
了
後
奉
納
さ
れ
る
。

昭
和
三
九
年
四
月
十
日
、
養
老
町
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ
、
区
民
全
体
に
よ
っ
て
「
栗
笠
祭
踊
り
保
存
会
」
が
結
成
さ
れ

そ
の
保
存
に
努
力
し
て
い
る
。

こ
の
踊
り
は
、
獅
子
舞
と
同
様
佐
藤
家
が
氏
神
福
地
神
社
に
家

内
安
全
・
五
穀
豊
饒
・
村
内
和
合
を
祈
願
し
て
村
人
に
奉
納
さ
せ

た
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
。

踊
り
に
は
「
で
ん
が
ら
か
し
踊
り
」
「
ど
じ
ょ
う
踊
り
」
と
「
白

太鼓やぐら

祭踊り
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川
踊
り
」
の
三
種
が
あ
る
が
「
白
川
踊
り
」
が
踊
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
新
し
い
こ
と
で
大
正
の
初
期
に
若
連
中
が
と
り
い
れ

た
も
の
で
あ
る
。

夕
景
せ
ま
る
頃
、
獅
子
舞
の
最
後
「
お
か
め
の
舞
」
が
終
る
と

太
鼓
や
ぐ
ら
の
上
に
待
機
し
て
い
る
太
鼓
方
に
よ
っ
て
三
個
の
太

鼓
が
一
斉
に
「
で
ん
が
ら
か
し
」
の
打
は
や
し
が
打
鳴
ら
さ
れ
、
お

祭
り
の
行
事
は
獅
子
舞
か
ら
踊
り
へ
と
引
継
が
れ
て
い
く
。

踊
り
は
「
で
ん
が
ら
か
し
」
と
「
白
川
踊
り
」
が
交
互
に
踊
ら
れ
、

最
後
に
「
ど
じ
ょ
う
踊
り
」
に
よ
っ
て
終
る
。

○
「
で
ん
が
ら
か
し
踊
り
」
の
囃
子

〔
太
　
鼓
〕

で
ん

ち
ゃ
か
、
ち
ゃ
か
、
ち
ゃ
ん
。

ち
ゃ
か
、
ち
ゃ
か
、
ち
ゃ
ん
。

ち
ゃ
か
、
ち
ゃ
か
、
ち
ゃ
か
、
ち
ゃ
ん
、

打
初
め

で
ん
が
、
ち
ゃ
か
、
ち
ゃ
か
、
ち
ゃ
ん
、

で
ん
が
、
ち
ゃ
か
、
ち
ゃ
ん
。

で
ん
が
、
ち
ゃ
か
、
ち
ゃ
か
、
ち
ゃ
ん
、

で
ん
が
、
ち
ゃ
か
、
ち
ゃ
ん
。

で
ん
が
、
ち
ゃ
か
、
ち
ゃ
か
、
ち
ゃ
ん
、

で
ん
が
、
ち
ゃ
か
、
ち
ゃ
ん
。

ち
ゃ
か
、
ち
ゃ
か
、
ち
ゃ
ん
。

繰
返
し

ち
ゃ
か
、
ち
ゃ
か
、
ち
ゃ
ん
。

ち
ゃ
か
、
ち
ゃ
か
、
ち
ゃ
か
、
ち
ゃ
か
。

ち
ゃ
か
、
ち
ゃ
か
、
ち
ゃ
ん
。

〔
笛
〕ひ

ゃ
ら
ひ
ゃ
ぶ
、
ひ
ゃ
ら
ひ
ゃ
ぶ
、

ひ
ゃ
ら
ひ
ゃ
ひ
ゃ
ぶ
ろ
ひ
ゃ
、

ち
ち
ひ
ゃ
ら
ひ
。

お
ち
ひ
よ
ひ
よ
ひ
ゃ
、

お
ち
ひ
よ
ひ
よ
ひ
ゃ
ぶ
、

繰
返
し

祭踊り
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○
「
ど
じ
ょ
う
踊
り
」
の
囃
子

〔
太
　
鼓
〕

ど
ー
ん
。
か
ち
ゃ
ん
。

ど
ー
ん
。
か
ち
ゃ
ん
。

ど
ー
ん
。
か
ち
ゃ
ん
。

か
ち
ゃ
ん
。
か
ち
ゃ
ん
。
か
ち
ゃ
ん
。

か
ち
ゃ
ん
。
か
ち
ゃ
ん
。
か
ち
ゃ
ん
。

繰
返
す

〔
音
　
頭
〕

「
音
頭
と
り
」
は
二
組
に
分
か
れ
、
交
互
に
か
け
合
い
で
音
頭
を

あ
げ
る
。
音
頭
は
い
ろ
い
ろ
う
た
わ
れ
る
が
、

「
松
坂
こ
え
て
　
今
出
た
が

サ
ー
ヨ
ー
ヤ
ト
セ
ー

何
か
ら
い
お
や
ら
申
そ
や
ら

サ
ー
ヨ
ー
ヤ
ト
セ
ー
　
ヨ
ー
ヤ
ト
セ
ー
」

「
わ
た
し
ゃ
他
所
他
所
他
所
の
者

し
ば
ら
く
間
の
　
助
音
頭
」

な
ど
最
も
よ
く
う
た
わ
れ
、
優
雅
な
踊
り
で
あ
る
。

〇
「
白
川
踊
り
」
の
囃
子

で
ん
で
こ
　
で
が
　
ち
ゃ
か

で
ん
で
こ
　
で
が
　
ち
ゃ
か

で
ん
で
ん
　
で
こ
で
ん
　
で
ん

ち
ゃ
か
、
ち
ゃ
か
、
ち
ゃ
か
、

で
ん
で
ん
　
で
こ
で
ん
　
で
ん

ち
ゃ
か
、
ち
ゃ
か
、
ち
ゃ
か
、

繰
返
す

テ
ン
ポ
の
早
い
踊
り
で
若
い
人
に
好
ま
れ
る
。

踊
り
が
佳
境
に
入
る
と
、
二
重
、
三
重
に
太
鼓
や
ぐ
ら
を
取
巻
く

踊
手
・
見
物
客
は
数
百
に
の
ぼ
り
、
境
内
を
埋
め
つ
く
し
て
し
ま
う
。

調
子
よ
く
打
込
ま
れ
る
太
鼓
の
音
は
四
方
に
と
ゞ
ろ
き
渡
り
、
笛

も
音
も
ま
す
ま
す
さ
え
て
踊
手
の
さ
す
手
ひ
く
手
も
あ
ざ
や
か
、
音

頭
・
太
鼓
、
笛
・
踊
手
・
見
物
客
す
べ
て
が
一
体
と
な
っ
て
踊
り
三

味
惶
惚
の
境
地
に
ひ
た
っ
て
時
の
移
る
の
も
忘
れ
、
ま
さ
に
神
人
一

如
、
共
楽
の
世
界
が
展
開
さ
れ
る
。
「
に
わ
か
お
ど
り
」
「
仮
装
お
ど
り
」

も
行
わ
れ
る
。

昔
は
若
連
中
が
主
と
な
り
、
隣
村
か
ら
も
多
数
の
若
者
が
参
加
し

て
老
若
男
女
夜
を
徹
し
て
踊
り
あ
か
し
、
又
他
村
の
祭
り
に
は
踊
り

に
で
か
け
た
も
の
で
あ
る
が
こ
の
頃
は
十
時
半
頃
に
は
終
る
こ
と
に

し
て
い
る
。
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第
二
草
　
粟
笠
の
獅
子
舞

l
、
栗
笠
の
獅
子
舞
の
起
原

日
本
の
芸
能
で
獅
子
舞
ほ
ど
全
国
に
普
及
し
、
し
か
も
民
衆
に
愛

好
さ
れ
た
芸
能
は
あ
る
ま
い
。
何
よ
り
も
悪
魔
・
悪
霊
を
祓
う
強
い

呪
力
を
も
っ
て
い
る
と
信
ぜ
ら
れ
て
き
た
。

栗
笠
の
獅
子
舞
の
起
原
に
つ
い
て
は
徳
川
家
康
の
家
臣
佐
藤
文
三

郎
親
定
が
家
運
隆
盛
と
五
穀
豊
饒
、
村
内
安
全
を
祈
願
し
て
家
来
た

ち
に
福
地
神
社
に
奉
納
さ
せ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
家
康

の
家
臣
に
親
定
な
る
人
物
も
不
詳
で
あ
る
し
、
そ
ん
な
に
古
い
と
も

思
わ
れ
ぬ
。
天
明
年
間
（
一
七
八
一
～
一
七
八
八
）
か
も
っ
と
下
が
っ

て
文
化
（
一
八
〇
四
～
一
八
一
七
）
・
文
政
（
一
八
一
八
～
一
八
二
九
）

ご
ろ
で
あ
ろ
う
と
の
推
測
も
あ
る
（
岐
阜
県
指
定
文
化
財
報
告
書
第

一
五
巻
）
　
が
、
栗
笠
湊
が
繁
栄
を
極
め
た
こ
の
頃
が
こ
の
獅
子
舞
も

盛
ん
に
行
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

伊
勢
神
楽
の
流
れ
を
く
ん
だ
三
段
獅
子
で
あ
る
が
（
鳥
江
村
の
も

の
は
五
段
獅
子
）
散
楽
風
の
も
の
を
取
り
入
れ
て
滑
稽
、
軽
業
的
な

要
素
が
多
く
な
り
、
又
、
船
頭
さ
ん
た
ち
が
伊
勢
・
尾
張
な
ど
諸
地

方
で
見
聞
し
た
も
の
を
随
時
取
り
入
れ
て
他
で
は
み
ら
れ
ぬ
四
八
種

目
も
作
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
軽
業
師
の
よ
う
な
曲
芸
的
な

も
の
が
多
分
に
あ
る
こ
と
は
身
の
軽
い
舟
乗
り
の
特
性
が
そ
う
さ
せ

た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
滑
稽
な
も
の
が
多
い
の
も
川
湊
の

住
民
と
い
う
軽
妙
酒
脱
を
好
む
明
る
い
気
風
が
作
用
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
。栗

笠
の
獅
子
舞
は
、
た
ん
に
獅
子
舞
と
し
て
存
続
し
て
い
る
の
で

は
な
く
、
か
つ
て
の
川
湊
と
し
て
の
繁
栄
を
な
つ
か
し
む
か
の
よ
う

に
一
連
の
祭
行
事
を
牧
田
川
沿
い
の
集
落
に
保
存
し
て
い
る
と
こ
ろ

に
特
色
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
お
祭
り
」
的
な
騒
々
し
さ
、
華
や
か
さ
は
な

く
、
し
っ
と
り
と
し
た
古
風
な
祭
り
を
今
に
伝
え
て
山
村
と
は
ま
た

ち
が
っ
た
す
て
が
た
い
風
物
詩
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
（
昭
和
四
九
年

三
月
養
老
山
系
文
化
財
調
査
報
告
書
に
拠
る
）

（
参
考
）佐

藤
文
三
郎
親
定
な
る
人
物
に
つ
い
て
佐
藤
家
系
譜
に
よ
れ
ば
、

幼
名
辨
吾
、
文
三
郎
、
規
定
と
称
し
た
人
物
が
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）

に
与
三
郎
を
襲
名
し
て
い
る
。

昭
和
四
五
年
八
月
一
一
日
岐
阜
県
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ

た
。

2
、
獅
子
舞
の
奉
納

獅
子
舞
の
頭
屋
（
当
地
で
は
獅
子
宿
と
い
う
）
は
、
昔
は
佐
藤
家
で
あ
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っ
た
が
そ
の
後
は
獅
子
舞
伝
承
者
代
表
の
安
藤
佐
七
氏
宅
が
頭
屋
と

な
り
、
佐
七
氏
の
歿
後
昭
和
五
六
年
は
栗
笠
獅
子
舞
保
存
会
長
宅
を

当
て
た
。

頭
屋
で
勢
ぞ
ろ
い
し
た
一
同
は
行
列
を
組
み
先
ず
村
の
東
端
に
鎮

座
す
る
市
神
神
社
に
向
か
う
。

行
列
の
順
序
は

①
　
案
内
　
二
人

紋
付
羽
織
袴
姿
で
各
自
弓
張
提
灯
を
持
つ
。

行　　列

②
　
は
っ
ぴ
姿
の
連
中
が
、
獅
子
頭
・
御
幣
・
鈴
・
太
刀
・
仮
面
・

ざ
い
等
小
道
具
を
持
っ
て
二
列
に
並
ぶ
。
肩
車
に
の
せ
ら
れ
た

太
鼓
を
た
ヽ
き
、
笛
を
吹
き
な
が
ら
進
む
。
打
ち
は
や
し
と
い
う
。

③
　
氏
子
役
員
・
保
存
会
役
員
・
獅
子
舞
伝
承
者
代
表
等
関
係
者
が

紋
付
羽
織
袴
姿
で
随
う
。

先
ず
市
神
神
社
の
社
前
で
「
鈴
の
舞
」
が
奉
納
さ
れ
る
。
舞
が
終

る
と
又
、
各
戸
に
献
灯
を
つ
る
し
た
町
並
み
を
進
み
、
四
か
所
の
辻

に
建
て
ら
れ
た
屋
台
提
灯
の
下
を
く
ゞ
つ
て
福
地
神
社
の
前
を
通
り

村
の
西
端
に
鎮
座
す
る
須
賀
神
社
へ
着
く
。
こ
ヽ
で
も
市
神
神
社
同

市
神
神
社
前
の
鈴
の
舞
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須
賀
神
社
前
の
鈴
の
舞

様
「
鈴
の
舞
」
が
奉
納
さ
れ
る
。
終
る
と
道
を
も
ど
っ
て
福
地
神
社
に

入
る
。
拝
殿
で
「
本
乱
の
舞
」
が
お
ご
そ
か
に
奉
納
さ
れ
る
。
こ
の
舞
は

こ
の
神
前
で
だ
け
奉
納
さ
れ
る
も
の
で
最
も
神
聖
な
舞
と
さ
れ
る
。

「
本
乱
の
舞
」
の
奉
納
が
終
る
と
舞
台
で
の
奉
納
が
は
じ
ま
る
。
「
鈴

の
舞
」
か
ら
は
じ
ま
っ
て
最
後
は
「
お
か
め
の
舞
」
で
終
る
。

3
、
栗
笠
の
獅
子
舞
の
基
本
と
な
る
舞

①

大

　

廻

　

り

舞
人
は
か
し
ら
、
あ
と
ま
い
共
に
長
袖
の
白
い
シ
ャ
ツ
に
紺
の

手
ぬ
き
を
し
、
紺
又
は
黒
の
も
も
ひ
き
を
着
る
。

洞
穴
に
眠
る
獅
子
が
朝
日
の
登
る
に
つ
れ
て
目
を
さ
ま
し
、
洞

穴
か
ら
し
の
び
出
て
四
方
を
警
戒
し
な
が
ら
、
あ
た
り
を
眺
め
眺

め
野
へ
山
へ
と
出
か
け
ま
す
。
こ
の
四
方
を
眺
め
な
が
ら
警
戒
す

る
動
作
を
「
獅
子
を
つ
か
う
」
と
い
い
ま
す
。
以
下
種
々
の
動
作
の

呼
び
方
を
（
　
　
）
内
に
示
し
ま
す
。

洞
穴
か
ら
出
て
き
た
獅
子
は
、
時
に
は
急
激
に
敵
す
る
も
の
は
い
な

い
か
と
左
・
右
を
確
か
め
ま
す
（
シ
チ
・
シ
チ
）
。
近
く
の
安
全
を
確
か
め

た
獅
子
は
大
き
く
立
ち
上
が
り
な
が
ら
の
び
を
し
身
を
振
る
わ
せ

て
遠
く
の
方
を
も
再
三
確
か
め
ま
す
（
乱
を
振
る
）
。
更
に
四
方
を

気
に
し
な
が
ら
進
み
、
ち
ょ
っ
と
し
た
広
場
に
出
ま
す
。
そ
こ
で

獅
子
は
更
に
四
方
を
確
認
し
、
左
足
・
右
足
に
つ
い
た
虫
を
口
で

取
り
ま
す
。
そ
し
て
大
き
く
背
の
び
を
し
な
が
ら
身
を
振
る
わ
せ

ま
す
（
乱
）
。
陽
光
の
ふ
り
そ
ヽ
ぐ
下
で
獅
子
は
草
む
ら
に
身
を
横

た
え
て
、
左
前
足
・
右
前
足
さ
ら
に
体
に
つ
い
た
虫
を
口
で
取
り

ま
す
（
羽
虫
取
り
）
。
虫
を
取
り
終
っ
た
獅
子
は
こ
ん
ど
は
餌
を
も

と
め
て
野
山
を
駈
け
廻
り
ま
す
（
餌
ひ
ろ
い
）
。
お
腹
も
満
ち
た
後
、
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獅
子
は
広
々
と
し
た
野
原
に
出
て
種
々
の
動
作
を
し
て
遊
び
廻
り

ま
す
（
返
り
）
。
（
こ
の
返
り
の
部
分
の
動
作
の
ち
が
い
に
よ
っ
て
、

こ
ろ
こ
ろ
、
二
人
返
り
な
ど
の
種
目
が
名
付
け
ら
れ
ま
す
。
）
遊
び

終
っ
た
獅
子
は
胸
の
ど
う
き
も
は
げ
し
く
、
頭
を
下
げ
て
大
き
な

息
を
し
ま
す
（
ト
ロ
、
ト
ロ
）
。
再
び
餌
を
も
と
め
て
野
山
を
駈
け

廻
り
、
お
腹
が
満
ち
る
と
又
の
び
の
び
と
遊
び
廻
り
ま
す
。
や
が

て
太
陽
も
西
に
傾
き
、
沈
み
か
ゝ
る
と
獅
子
は
餌
を
ひ
ろ
い
な
が

ら
洞
穴
へ
も
ど
っ
て
来
ま
す
。
洞
穴
へ
入
る
前
に
獅
子
は
大
き
く

の
び
を
し
、
四
方
を
眺
め
て
遠
く
近
く
の
安
全
を
確
か
め
、
更
に

洞
穴
に
近
づ
き
、
あ
ゝ
疲
れ
た
と
前
足
を
の
ば
し
、
後
足
を
の
ば

し
て
身
を
振
わ
せ
疲
れ
を
と
き
ほ
ぐ
し
ま
す
（
ア
ブ
ア
ブ
）
。
そ
し

て
、
な
お
も
遠
く
近
く
を
眺
め
廻
し
て
安
全
を
確
か
め
洞
穴
に
入

っ
て
行
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
獅
子
が
朝
目
を
さ
ま
し
て
か
ら
夜
洞
穴
に
入
っ
て

眠
る
ま
で
の
一
日
を
表
現
し
た
も
の
で
す
が
舞
の
中
に
は
常
に
敵

を
警
戒
し
、
四
方
を
遠
方
も
近
く
も
眺
め
廻
す
と
い
う
獅
子
の
習

性
を
表
わ
す
動
作
が
い
ろ
い
ろ
と
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
廻
り
の
舞
は
原
則
と
し
て
雌
雄
二
匹
の
獅
子
が
同
じ
よ
う
に

舞
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
大
廻
り
」
の
笛

ウ
ヒ
ャ
ラ
、
ヒ
ャ
ヒ
ャ
ブ
ノ
ヒ
ャ
ヒ
ャ
ブ
ノ
ヒ
ャ
ラ
、

チ
ョ
ヒ
リ
、
チ
ョ
ヒ
リ
ヒ
ョ
ヒ
リ
、

オ
チ
ヒ
リ
ヒ
ヨ
ヒ
リ
、

チ
ヒ
リ
ヒ
ヨ
ヒ
、
オ
チ
ヒ
リ
オ
チ
ヒ
リ
、

三
回
く
り
返
す

ヒ
ッ
チ
ッ
チ
、
ヒ
ッ
チ
ッ
チ
、
ヒ
ッ
チ
ッ
チ
チ
ー
、
ヒ
ヨ
ヒ
ャ
、

ヒ

ヨ

ヒ

ャ

、

ヒ

ヨ

ヒ

リ

リ

リ

リ

…

…

、

ヒ

ヨ

ヒ

ャ

、

ヒ

ヨ

ヒ

ャ

、

ヒ

ヨ

ヒ

リ

リ

リ

リ

…

…

、

ヒ

ヨ

ヒ

ャ

、

ヒ

ヨ

ヒ

ャ

、

ヒ

ヨ

ヒ

リ

リ

リ

リ

…

…

、
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チ
ッ
チ
ヒ
ヤ
ヒ
ャ
ブ
ノ
、
チ
リ
ヒ
ョ
チ
ヨ
ヒ
ャ
、

チ
リ
ヒ
ョ
チ
ヨ
ヒ
ヤ
、
オ
チ
リ
ヒ
ョ
チ
ヨ
ヒ
ャ
ブ
、

チ
ヒ
リ
ヒ
ャ
ヒ
ャ
ブ
ノ
、
ウ
ヒ
ャ
ヒ
ャ
ラ
チ
ヒ
ャ
ブ
、

ウ
ヒ
ャ
ラ
チ
イ
ヒ
ャ
ブ
、
ヒ
ャ
ブ
ヒ
ャ
ラ
チ
ッ
チ
、

チ
リ
ヒ
ャ
。
チ
ョ
ヒ
ヒ
ー
リ
ヒ
リ
ヒ
リ
ヒ
リ
、

チ
ョ
ヒ
リ
ヒ
ヨ
ヒ
リ
ヒ
ャ
、
チ
ョ
ヒ
ヒ
ヨ
ヒ
ャ
ラ
ヒ
ヨ
、

チ
ヒ
ャ
ヒ
ャ
ブ
ノ
、
チ
ヒ
リ
ヒ
ヨ
ヒ
ャ
ラ
ヒ
ヨ
、

チ
ヒ
ャ
ヒ
ャ
ブ
ノ
オ
チ
ヒ
ャ
ヒ
ャ
ブ
ノ
ヒ
ャ
ラ
、

オ
チ
ヒ
リ
ヒ
ヨ
ヒ
ャ
ラ
オ
チ
ヒ
ャ
ヒ
ャ
ブ
ノ
ヒ
ャ
ラ
、

ウ
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
　
ー
　
ヒ
ャ
ブ
ノ
ヒ
ャ
ラ
、

ウ
ヒ
ャ
ヒ
ャ
ヒ
ャ
ヒ
ャ
ブ
ノ
ヒ
ャ
ラ
、

チ
ヨ
ヒ
ャ
ラ
チ
ヨ
、

チ
ヒ
ャ
ヒ
ャ
ブ
ノ
ヒ
ャ
ラ
ヒ
ャ
ラ
チ
ヨ
ヒ
ャ
、

ヒ
ャ
ヒ
ャ
ブ
ノ
チ
ー
ヒ
ャ
ブ
ヒ
ャ
ラ
、
オ
チ
ヒ
ャ
ヒ
ャ
ブ
。

ウ
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
　
ー
　
ヒ
ャ
ブ
ノ
ヒ
ャ
ラ
、

ウ
ヒ
ャ
ヒ
ャ
ヒ
ャ
ヒ
ャ
ブ
ノ
ヒ
ャ
ラ
、

チ
ヨ
ヒ
ャ
ラ
チ
ヨ
、

チ
ヒ
ャ
ヒ
ャ
ブ
ノ
ヒ
ャ
ラ
ヒ
ャ
ラ
チ
ヨ
ヒ
ャ
、

ヒ
ャ
ヒ
ャ
ブ
ノ
チ
ー
ヒ
ャ
ブ
ヒ
ャ
ラ
、
オ
チ
ヒ
ャ
ヒ
ャ
ブ
。

②

　

下

　

り

　

花

舞
人
は
長
襦
袢
に
た
す
き
を
か
け
て
舞
う
。
格
式
の
高
い
種
目

の
芸
を
舞
う
前
に
こ
の
下
り
花
が
行
わ
れ
ま
す
。

獅
子
頭
を
か
ぶ
っ
た
か
し
ら
が
あ
と
ま
い
の
さ
し
出
す
二
本
の

さ
し
出
し
に
よ
り
、
獅
子
頭
を
ゆ
た
ん
の
奥
深
く
沈
ま
せ
て
、
左

に
右
に
と
廻
り
な
が
ら
手
で
は
近
く
を
は
き
清
め
な
が
ら
敵
は
い

な
い
か
と
確
か
め
ま
す
。
更
に
前
面
に
進
ん
で
四
方
を
確
か
め
、
は

き
清
め
な
が
ら
元
の
位
置
に
も
ど
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
行
う
舞
を
ゆ
っ
く
り
と
楽
し
む
為
に
安
全
を
確
か
め
、

ま
わ
り
を
は
き
清
め
る
動
作
を
表
わ
し
た
舞
で
あ
る
。
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③

　

洞

　

入

　

り

服
装
は
大
廻
り
と
同
じ
で
、
か
し
ら
、
あ
と
ま
い
共
に
力
帯
を

し
め
る
。

大
廻
り
の
出
初
め
の
と
こ
ろ
で
、
獅
子
が
洞
穴
か
ら
頭
を
出
し

て
左
・
右
を
眺
め
、
敵
に
見
つ
か
ら
な
い
様
に
と
体
を
地
に
は
わ

せ
る
よ
う
に
し
て
進
み
、
左
に
右
に
と
敵
は
い
な
い
か
と
眺
め
な

が
ら
用
心
深
く
慎
重
に
出
て
い
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

格
式
の
高
い
獅
子
舞
を
す
る
時
の
出
初
め
の
舞
で
あ
る
。

4
、
栗
笠
の
獅
子
舞
の
用
語

①
　
か
し
ら
（
頭
）
・
あ
と
ま
い
（
後
舞
）
（
台
）
一
匹
の
獅
子
に
二
人
の

舞
人
が
入
っ
て
芸
を
す
る
時
、
頭
及
び
前
足
の
役
を
す
る
人
を
か

し
ら
と
呼
び
、
後
足
の
役
を
す
る
人
を
あ
と
ま
い
と
呼
び
ま
す
。

芸
に
よ
っ
て
あ
と
ま
い
の
こ
と
を
台
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

②
　
三
　
段
　
獅
　
子

栗
笠
の
獅
子
舞
は
同
じ
動
作
を
三
回
づ
つ
繰
返
し
て
行
う
場
面

が
多
い
の
で
こ
の
よ
う
に
い
い
ま
す
。

③
　
役
　
獅
　
子

獅
子
舞
の
内
格
式
の
高
い
舞
を
総
称
し
て
呼
び
ま
す
。
（
5
、
獅

子
舞
の
種
目
の
項
参
照
）

④
　
四
　
方
　
正
　
面

役
獅
子
の
舞
の
中
で
、
初
め
は
正
面
に
向
か
っ
て
芸
を
し
、
続
い

て
右
に
廻
り
、
左
を
正
面
に
し
て
芸
を
し
ま
す
。
次
に
外
を
大
き

く
廻
り
、
右
に
右
に
と
廻
り
込
み
右
を
正
面
に
し
て
芸
を
し
、
更

に
右
に
廻
っ
て
も
と
の
正
面
に
も
ど
り
、
前
面
に
出
て
芸
を
し
ま

す
。
こ
う
し
て
四
方
に
向
か
っ
て
同
じ
よ
う
を
芸
を
す
る
の
を
四

方
正
面
と
い
い
ま
す
。

⑤

　

力

　

　

帯

直
径
四
～
五
c
m
位
、
赤
い
布
で
作
っ
た
丸
い
帯
で
、
し
ん
に
は

強
い
綱
や
布
が
用
い
て
あ
り
ま
す
。
腰
に
二
回
巻
い
て
体
の
前
面

で
結
び
ま
す
。
か
し
ら
も
あ
と
ま
い
も
着
け
、
芸
に
よ
っ
て
か
し

ら
又
は
あ
と
ま
い
が
こ
の
帯
を
つ
か
ん
で
と
ん
だ
り
は
ね
た
り
す

る
時
に
力
に
す
る
と
こ
ろ
か
ら
力
帯
と
い
い
ま
す
。

⑥

　

ゆ

　

た

　

ん

獅
子
頭
に
取
付
け
ら
れ
、
舞
人
の
体
を
覆
う
布
で
、
獅
子
の
胴

体
を
表
わ
し
ま
す
。

⑦
　
清
　
め
　
塩

獅
子
舞
の
始
ま
る
前
や
特
に
危
険
を
と
も
な
う
芸
、
剣
を
使
う

舞
な
ど
の
時
、
舞
人
に
け
が
が
無
い
よ
う
、
又
舞
人
の
足
が
す
べ

ら
な
い
よ
う
に
ま
か
れ
る
塩
や
水
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

⑧
　
道
　
行
　
き

獅
子
舞
の
舞
の
進
行
状
態
を
表
わ
す
こ
と
ば
で
す
。
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5
、
栗
笠
の
獅
子
舞
の
種
目

○
印
は
役
獅
子

12 11 1 0 9 8 7 6 5 4 3 2 1
番

号

蛙

前

立

の

前

行

三

人

返

り

扇

の

舞

羽

根

越

し

新

返

り

算

盤

こ

ろ

こ

ろ

だ

ん

ご

二

人

返

り

こ

ろ

こ

ろ

○
鈴

の

舞

〇
本

乱

種

目

名

24 23 22 21 20 19 1 8 1 7 16 1 5 14 13
番

号

風

車

〇
三

本

ざ

い

○
猿

ち

ょ
う

ら

か

し

四

人

返

り

○
き

び

す

返

り

乱
菊

の
も
も
立
ち
の

前
行

腰

車

二

人

持

ち

本

返

り

鐘

巻

の

前

行

〇

一

本

剣

○
打

ち

掛

け

種

目

名

36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25
番

号

鐘

巻

の

後

行

〇
三

本

剣

四

人

持

ち

○
な

お

り

十

六

○
谷

落

し

前

立

の

後

行

う

な

ぎ

五

人

返

り

○
合

剣

六

部

三

人

持

ち

○
ぉ

山

の

道

中

種

目

名

48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37
番

号

○
お

か

め

の

舞

○
花

が

か

り

〇
両

剣

七

人

返

り

五

人

持

ち

乱
菊
の
も
も
立
ち
の

後
行

○
ひ

ょ

う

し

返

り

○
剣

呑

み

六

人

返

り

豊

年

返

り

猫

返

り

○
猿

屋

種

目

名
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6
、
栗
笠
の
獅
子
舞
四
十
八
種
目
の
説
明

栗
笠
の
獅
子
舞
四
十
八
種
目
の
中
に
は
非
常
に
高
い
芸
域
の
も
の

が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
文
章
で
説
明
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
な
こ
と

で
あ
り
ま
す
の
で
、
四
十
八
種
目
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
と
芸
の
み
ど
こ

ろ
だ
け
を
述
べ
る
こ
と
ゝ
い
た
し
ま
し
た
。

①

　

本

　

　

乱

本
　
　
乱

四
十
八
種
目
あ
る
獅
子
舞
の
中
で
、
こ
の
舞
だ
け
が
神
前
（
神

殿
）
で
奉
納
さ
れ
ま
す
。
神
様
の
御
守
護
に
対
す
る
感
謝
と
、
今
後

本　　乱

の
御
守
護
を
お
願
い
す
る
舞
で
、
す
べ
て
の
舞
の
基
本
で
も
あ
り

ま
す
。着

物
を
着
た
舞
人
（
着
物
を
着
て
舞
う
の
は
本
乱
だ
け
で
あ
る
。
）

が
あ
と
ま
い
の
さ
し
出
し
に
よ
り
獅
子
頭
を
体
の
奥
深
く
沈
め
て
、

洞
入
り
か
ら
は
い
り
ま
す
。
静
か
に
静
か
に
舞
い
ま
す
。
羽
虫
を

取
っ
た
獅
子
は
よ
り
元
気
に
な
り
、
体
中
に
喜
び
を
表
わ
し
ま

す
。
（
こ
ヽ
で
さ
し
出
を
除
く
）
か
し
ら
と
み
と
か
い
は
心
を
合
わ

せ
て
、
嬉
々
と
し
て
大
廻
り
の
舞
を
舞
い
ま
す
。
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②

　

鈴

　

の

　

舞

下
り
花
か
ら
始
め
ま
す
。
下
り
花
が
す
ん
で
か
ら
左
手
に
御
幣
、

右
手
に
鈴
を
持
ち
、
御
幣
を
内
に
廻
転
さ
せ
な
が
ら
鈴
を
振
り
、

東
の
方
神
様
、
西
の
方
神
様
、
南
の
方
神
様
、
　
北
の
方
神
様
と
四

方
正
面
で
お
祓
い
を
し
、
お
清
め
を
す
る
舞
で
す
。
時
に
は
観
客

の
中
に
入
っ
て
お
祓
い
を
す
る
事
も
あ
り
ま
す
。
ゆ
た
ん
を
し
ぼ

り
巻
い
て
太
い
綱
の
よ
う
に
し
、
そ
の
先
端
を
道
化
役
が
持
っ
て

興
を
添
え
る
こ
と
も
い
た
し
ま
す
。
舞
人
は
長
襦
袢
を
着
ま
す
。

鈴の舞

③
　
こ
　
ろ
　
こ
　
ろ

大
廻
り
を
基
本
と
す
る
舞
で
、
大
地
の
上
で
獅
子
が
寝
こ
ろ
び
、

か
し
ら
と
あ
と
ま
い
が
そ
れ
ぞ
れ
左
に
右
に
と
こ
ろ
げ
廻
り
、
胴

の
所
で
ね
じ
れ
た
り
、
も
ど
し
た
り
し
て
遊
ぶ
所
作
を
表
わ
し
た

も
の
で
す
。

ころころ
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④

　

二

人

返

り

大
廻
り
を
基
本
と
す
る
舞
で
、
か
し
ら
は
獅
子
頭
を
頭
に
着
け

て
前
に
立
つ
、
あ
と
ま
い
は
か
し
ら
の
力
帯
を
両
手
で
上
か
ら
に

ぎ
り
、
か
し
ら
の
股
間
に
後
か
ら
頭
を
入
れ
ま
す
。
こ
の
時
か
し

ら
は
両
手
を
後
に
の
ば
し
て
あ
と
ま
い
の
肩
に
か
け
ま
す
。
掛
声

と
共
に
か
し
ら
は
と
び
上
が
り
、
あ
と
ま
い
の
肩
の
上
を
と
び
こ

え
て
後
方
に
立
つ
、
あ
と
ま
い
は
、
そ
の
ま
ゝ
か
し
ら
に
つ
れ
て

同
じ
よ
う
に
と
び
、
初
め
の
姿
に
も
ど
る
。
こ
れ
を
数
回
く
り
か

え
し
て
行
う
。

二人返り

⑤

　

だ

　

ん

　

ご

大
廻
り
を
基
本
と
す
る
舞
で
、
か
し
ら
は
獅
子
頭
を
頭
に
着
け
、

あ
と
ま
い
と
向
き
合
っ
て
正
座
し
、
互
に
相
手
を
肩
に
か
つ
げ
る

よ
う
に
両
手
で
相
手
の
胴
を
か
か
え
、
交
互
に
か
つ
ぎ
あ
げ
な
が

ら
後
に
越
さ
せ
て
座
り
な
が
ら
舞
台
を
一
廻
り
す
る
。

だんご
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⑥
　
算
盤
こ
ろ
こ
ろ

こ
ろ
こ
ろ
に
似
た
舞
で
、
左
に
右
に
こ
ろ
げ
廻
る
時
、
あ
と
ま

い
は
か
し
ら
の
足
首
を
両
手
で
し
っ
か
り
と
に
ぎ
り
、
首
の
両
側

に
つ
け
て
、
二
人
呼
吸
を
合
わ
せ
て
同
じ
よ
う
に
こ
ろ
げ
廻
る
。

算盤ころころ

⑦

　

新

　

返

　

り

大
廻
り
を
基
本
と
す
る
舞
で
す
。
か
し
ら
は
獅
子
頭
を
頭
に
着

け
て
、
体
に
大
き
く
は
ず
み
を
つ
け
て
手
を
つ
か
ず
に
前
方
空
中

廻
転
し
て
立
ち
上
が
る
。
こ
の
時
、
あ
と
ま
い
は
か
し
ら
の
廻
転
の

補
佐
を
す
る
。

新

返

り

24●



⑧
　
羽
　
根
 
越
　
し

大
廻
り
を
基
本
と
す
る
舞
で
、
か
し
ら
は
獅
子
頭
を
両
手
で
持

っ
た
ま
、
立
ち
、
あ
と
ま
い
は
か
し
ら
の
力
帯
を
両
手
で
下
か
ら

持
つ
、
二
人
呼
吸
を
あ
わ
せ
、
イ
チ
、
ニ
と
は
ず
み
を
つ
け
て
か

し
ら
は
あ
と
ま
い
の
頭
の
上
を
と
び
越
し
、
あ
と
ま
い
は
こ
れ
に

つ
ら
れ
て
、
か
し
ら
の
背
の
上
を
こ
ろ
が
っ
て
後
に
も
ど
る
廻
転

わ
ざ
で
、
之
を
何
回
も
く
り
返
し
行
う
。

羽根越し

⑨

　

扇

　

の

　

舞

三
人
で
舞
い
ま
す
。
長
襦
袢
を
着
て
獅
子
頭
を
か
ぶ
り
、
ゆ
た

ん
を
体
に
巻
い
た
舞
人
の
両
側
に
長
襦
袢
・
た
す
き
が
け
の
舞
人

が
一
人
づ
、
横
一
列
に
並
び
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
左
手
に
日
の
丸
の

扇
を
、
右
手
に
鈴
を
持
ち
ま
す
。
三
人
と
も
同
じ
く
体
の
正
面
・

左
・
右
に
と
三
回
づ
ヽ
扇
を
廻
し
な
が
ら
舞
い
ま
す
。
正
面
に
出

て
三
人
の
扇
を
円
形
に
合
わ
せ
て
鈴
を
切
る
等
は
な
や
か
な
舞
で
、

四
方
正
面
で
行
い
ま
す
。

扇の舞

●25



⑩
　
三
　
人
　
返
　
り

大
廻
り
を
基
本
と
す
る
舞
で
、
二
人
返
り
の
時
の
あ
と
ま
い
の

後
に
も
う
一
人
が
は
い
り
、
三
人
が
力
帯
を
持
っ
て
つ
な
が
り
、

後
の
人
の
肩
・
背
を
越
え
て
廻
転
す
る
。

三人返り

⑪
　
前
立
の
前
行

大
廻
り
を
基
本
と
す
る
舞
で
、
か
し
ら
は
獅
子
頭
を
両
手
に
持

ち
、
あ
と
ま
い
が
か
し
ら
の
力
帯
を
持
っ
て
引
上
げ
た
ら
か
し
ら

は
と
び
上
が
っ
て
あ
と
ま
い
の
力
帯
に
両
足
の
親
指
を
か
け
て
立

つ
、
あ
と
ま
い
は
右
手
は
そ
の
ま
、
か
し
ら
の
体
を
さ
ヽ
え
、
左

手
で
ゆ
た
ん
を
広
げ
て
は
ゞ
た
か
せ
な
が
ら
前
進
し
て
舞
台
を
一

廻
り
す
る
。
そ
こ
で
あ
と
ま
い
は
か
し
ら
の
力
帯
を
上
か
ら
持
っ

て
一
回
二
回
と
は
ず
み
を
つ
け
て
か
し
ら
は
獅
子
頭
を
先
に
あ
と

ま
い
の
ま
た
の
中
を
く
ゞ
り
、
共
に
横
に
な
り
な
が
ら
も
と
の
姿

勢
に
立
ち
上
が
る
舞
で
、
大
へ
ん
力
の
い
る
舞
で
す
。

前
立
の
前
行
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⑫
　
蛙大

廻
り
を
基
本
と
す
る
舞
で
、
か
し
ら
は
白
足
袋
を
は
き
、
あ

と
ま
い
は
黒
足
袋
を
は
き
ま
す
。
返
り
の
と
こ
ろ
で
か
し
ら
は
両

手
で
獅
子
頭
を
持
っ
て
中
腰
に
な
り
ま
す
。
あ
と
ま
い
は
か
し
ら

の
後
か
ら
か
し
ら
の
股
に
両
足
を
の
せ
、
お
ぶ
さ
る
よ
う
に
し
て

乗
っ
か
ヽ
り
、
両
手
で
ゆ
た
ん
を
張
っ
て
、
獅
子
頭
が
体
の
奥
に

沈
ん
だ
よ
う
に
し
、
そ
の
ま
ヽ
か
し
ら
は
前
進
し
て
舞
台
を
一
廻

り
し
ま
す
。
お
り
る
時
に
は
獅
子
頭
を
あ
と
ま
い
は
受
け
取
っ
て

か
し
ら
の
前
へ
お

り
ま
す
。
次
の
返

り
で
同
じ
事
を
し

て
か
し
ら
と
あ
と

ま
い
は
も
と
に
も

ど
り
ま
す
。
舞
の

途
中
で
か
し
ら
と

あ
と
ま
い
が
入
れ

変
わ
る
の
で
、
も
じ

っ
て
か
え
る
と
呼

ぶ
、
変
わ
る
の
を
は

っ
き
り
わ
か
る
よ

う
に
す
る
為
に
足

袋
の
色
を
黒
と
白
と
に
わ
け
て
は
き
ま
す
。

蛙

⑬
　
打
　
ち
　
掛
　
け

大
廻
り
を
基
本
と
す
る
舞
で
す
。
か
し
ら
は
、
あ
と
ま
い
の
後

へ
廻
り
、
そ
の
両
肩
へ
逆
立
ち
し
て
両
膝
を
掛
け
る
。
あ
と
ま
い
は

か
し
ら
の
両
足
首
を
も
っ
て
体
を
や
ゝ
前
方
に
か
が
め
て
ゆ
っ
く

り
ゆ
っ
く
り
歩
く
。
あ
と
ま
い
の
背
に
頭
を
下
に
背
中
合
わ
せ
で
乗

っ
た
か
し
ら
は
獅
子
頭
を
で
き
る
だ
け
上
に
あ
げ
て
あ
と
ま
い
の

歩
み
に
あ
わ
せ
て
獅
子
を
使
う
。

打ち掛け
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⑭

一

　

本

　

剣

下
り
花
か
ら
始
め
ま
す
。
舞
人
は
、
長
襦
袢
に
た
す
き
が
け
で

獅
子
頭
を
か
ぶ
り
、
ゆ
た
ん
を
体
に
巻
き
つ
け
ま
す
。
舞
人
は
、

左
手
に
剣
、
右
手
に
鈴
を
持
ち
、
体
の
前
面
で
剣
を
三
回
廻
し
、

左
に
向
き
、
又
右
に
向
い
て
同
じ
様
に
剣
を
三
回
づ
ヽ
廻
し
ま
す
。

続
い
て
剣
を
右
肩
に
か
つ
ぎ
勢
よ
く
左
足
先
に
切
り
込
み
右
足
で

三
回
跳
び
、
次
に
同
じ
様
に
反
対
よ
り
足
先
に
切
り
込
み
左
足
で

三
回
跳
び
ま
す
。
剣
を
体
の
前
面
で
手
を
い
っ
ぱ
い
伸
ば
し
て
横

向
き
に
か
ヽ
げ
て
前
面
に
出
て
、
同
じ
事
を
く
り
返
し
ま
す
。
元

に
も
ど
る
時
は
、
正
面
の
時
は
、
廻
っ
て
そ
の
ま
ヽ
歩
い
て
来
ま

す
が
、
左
・
右
・
正
面
の
時
は
、
両
手
を
い
っ
ぱ
い
に
ひ
ら
い
た

り
、
体
の
前
面
で
交
差
さ
せ
た
り
し
て
、
剣
で
切
り
廻
し
な
が
ら

一

本

剣

後
向
き
で
跳
び
な
が
ら
さ
が
り
ま
す
。
最
後
の
正
面
の
時
は
、
両

手
首
を
合
わ
せ
て
剣
と
鈴
を
合
わ
せ
、
左
に
右
に
と
切
り
廻
し
、

跳
び
な
が
ら
も
ど
り
ま
す
。
四
方
正
面
で
舞
わ
れ
ま
す
。

⑮
　
鐘
巻
の
前
行

大
廻
り
を
基
本
と
す
る
舞
で
す
。
「
前
立
の
前
行
」
と
同
じ
よ
う

で
す
が
、
か
し
ら
が
あ
と
ま
い
に
乗
る
時
、
か
し
ら
は
あ
と
ま
い

の
腰
に
巻
い
た
力
帯
の
上
の
と
こ
ろ
の
胴
に
両
足
で
巻
き
つ
き
、

あ
と
ま
い
は
右
手
で
か
し
ら
を
さ
ゝ
え
、
か
し
ら
は
胸
を
張
っ
て

舞
台
を
一
廻
り
し
、
お
り
る
時
は
あ
と
ま
い
の
ま
た
を
く
ゞ
っ
て

横
に
な
り
立
ち
上
が
り
ま
す
。

鐘
巻
の
前
行
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⑯

　

本

　

返

　

り

大
廻
り
を
基
本
と
す
る
舞
で
す
。
羽
根
越
し
と
似
た
返
り
で
、

か
し
ら
が
あ
と
ま
い
の
体
の
上
を
越
え
る
時
、
あ
と
ま
い
は
頭
を
左

に
か
た
む
け
、
か
し
ら
の
体
を
右
肩
越
し
に
越
え
さ
せ
て
廻
転
す

る
芸
で
す
。

本

返

り

⑰
　
二
　
人
　
持
　
ち

大
廻
り
を
基
本
と
す
る
舞
で
す
。
返
り
の
こ
と
ろ
で
舞
人
と
は

別
に
力
自
慢
の
男
が
出
て
、
力
帯
を
大
き
く
輪
に
む
す
ん
だ
も
の

を
左
右
の
肩
か
ら
両
わ
き
に
か
け
て
、
か
け
た
力
帯
に
そ
れ
ぞ
れ

二
人
が
お
尻
を
入
れ
て
乗
り
ま
す
。
力
自
慢
の
男
は
二
人
を
両

脇
に
つ
る
し
て
、
手
で
日
の
丸
の
扇
を
振
り
な
が
ら
舞
台
を
廻
る

芸
で
す
。

二
人
持
ち
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⑱
　
腰
　
　
　
　
車

大
廻
り
を
基
本
と
す
る
舞
で
す
。
か
し
ら
は
あ
と
ま
い
の
腰
に

巻
い
た
力
帯
の
上
に
両
足
で
胴
を
巻
く
よ
う
に
し
て
乗
り
、
あ
と

ま
い
は
か
し
ら
の
力
帯
を
両
手
で
上
か
ら
持
っ
て
か
し
ら
の
体
を

さ
、
え
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
場
で
両
足
を
ば
た
ば
た
さ
せ
な
が

ら
左
に
二
、
三
回
元
気
よ
く
廻
り
ま
す
。
こ
の
時
か
し
ら
の
上
体

が
多
少
上
・
下
に
あ
ぶ
つ
よ
う
に
し
、
か
し
ら
は
両
手
を
い
っ
ぱ

い
の
ば
し
て
持
っ
た
獅
子
頭
を
左
・
右
に
ゆ
さ
ぶ
る
よ
う
に
振
り

ま
す
。

腰　　車

ら
ん
ぎ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
え
ゆ
き

⑲
　
乱
菊
の
も
も
立
ち
の
前
行

大
廻
り
を
基
本
と
す
る
舞
で
す
。
あ
と
ま
い
は
中
腰
に
な
り
、

か
し
ら
の
力
帯
を
両
手
で
上
か
ら
持
っ
て
支
え
ま
す
。
か
し
ら
は

あ
と
ま
い
と
呼
吸
を
あ
わ
せ
て
、
は
ず
み
を
つ
け
て
と
び
あ
が
り
、

あ
と
ま
い
の
膝
の
上
に
両
足
で
し
っ
か
り
と
立
ち
ま
す
。
か
し
ら

は
獅
子
頭
を
両
手
い
っ
ぱ
い
に
伸
ば
し
、
左
右
に
振
る
。
そ
し
て
あ

と
ま
い
は
左
手
で
ゆ
た
ん
を
振
る
わ
せ
な
が
ら
舞
台
を
一
廻
り
し
、

お
り
る
時
は
、
か
し
ら
の
上
体
を
上
下
に
少
し
は
ず
み
を
付
け
て

あ
と
ま
い
の
ま
た
を
く
ゞ
り
横
に
な
り
な
が
ら
立
ち
あ
が
り
ま
す
。

乱
菊
の
も
も
立
ち
の
前
行
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き

び

す

返

り

大
廻
り
を
基
本
と
す
る
舞
で
す
。
か
し
ら
は
獅
子
頭
を
か
ぶ
っ

て
両
足
を
ふ
ん
ば
っ
て
両
手
を
上
げ
て
広
げ
ま
す
。
あ
と
ま
い
は

か
し
ら
の
後
近
く
に
寄
っ
て
さ
か
立
ち
し
、
か
し
ら
の
広
げ
た
両

手
の
間
に
足
を
か
け
ま
す
。
か
し
ら
は
あ
と
ま
い
の
足
首
を
両
手

で
持
っ
て
前
か
ゞ
み
に
な
り
な
が
ら
頭
を
越
さ
せ
て
前
に
立
た
せ

る
。
続
い
て
同
じ
事
を
か
し
ら
は
行
う
。
次
に
あ
と
ま
い
が
か

し
ら
に
さ
か
立
ち
で
か
ゝ
ろ
う
と
し
た
時
に
か
し
ら
は
横
に
と
び

の
く
。
は
ず
み
を

く
っ
た
あ
と
ま
い

は
あ
お
む
き
に
舞

台
で
ひ
っ
く
り
か

え
っ
て
た
お
れ
ま

す
。
こ
の
だ
ま
す

と
こ
ろ
が
お
も
し

ろ
く
て
、
こ
れ
を

二
、
三
回
く
り
返

す
。
し
か
し
、
か

し
ら
に
は
獅
子
頭

を
か
ぶ
っ
て
い
る

の
で
、
だ
ま
し
を

か
け
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

きびす返り

四
　
人
　
返
　
り

大
廻
り
を
基
本
と
す
る
舞
で
す
。
「
三
人
返
り
」
の
後
に
も
う
一

人
連
な
り
、
「
三
人
返
り
」
と
同
様
か
し
ら
か
ら
廻
転
す
る
芸
で
、

か
し
ら
が
と
び
上
が
る
と
同
時
に
最
後
の
人
は
前
に
進
む
よ
う
に

あ
た
ま
で
押
し
な
が
ら
連
ら
れ
て
廻
転
し
て
行
く
。

四人返り
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猿
ち
ょ
う
ら
か
し

洞
入
り
か
ら
始
め
ま
す
。
一
匹
の
獅
子
が
野
山
に
遊
ん
で
い
て
、

道
端
に
一
匹
の
猿
を
見
付
け
ま
す
。
初
め
は
め
ず
ら
し
い
の
と
恐

い
の
と
両
方
で
遠
く
か
ら
な
が
め
ま
す
。
猿
は
獅
子
の
恐
さ
で
身

動
き
も
で
き
ず
、
ふ
る
え
な
が
ら
身
を
す
く
め
て
い
ま
す
。
獅
子

は
周
囲
を
気
に
し
な
が
ら
前
足
で
猿
に
ち
ょ
っ
か
い
を
し
な
が
ら

猿
の
回
り
を
右
に
左
に
と
廻
り
、
時
々
猿
に
近
づ
い
て
は
と
び
さ

が
り
、
又
、
回
り
を
廻
り
な
が
ら
じ
り
じ
り
近
づ
き
ま
す
。
や
が

猿ちょうらかし

て
猿
に
夢
中
に
な
っ
た
獅
子
は
猿
の
前
に
し
ゃ
が
み
こ
ん
で
前
足

で
猿
を
も
て
あ
そ
び
、
ち
ょ
う
ら
か
し
な
が
ら
遊
び
、
つ
い
に
猿

を
の
み
こ
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
猿
を
の
み
こ
ん
だ
獅
子
は
、
あ
、

つ
か
れ
た
と
両
足
を
上
に
し
て
ね
こ
ろ
び
、
四
つ
の
足
を
な
め
て
、

つ
か
れ
を
い
や
し
、
次
に
喜
ん
で
と
び
は
ね
る
（
羽
根
越
し
を
す

る
）
舞
で
す
。

猿
ち
ょ
う
ら
か
し

三
　
本
　
ざ
　
い

下
り
花
か
ら
入
り
ま
す
。
鈴
の
舞
を
中
心
に
、
両
側
に
は
は
っ

ぴ
・
も
も
ひ
き
姿
に
お
か
め
・
ひ
ょ
っ
と
こ
の
面
を
付
け
、
ほ
お

か
む
り
を
し
た
舞
人
が
長
さ
一
・
三
m
位
の
ざ
い
を
左
手
・
右
手

に
鈴
を
持
っ
て
横
一
列
に
並
び
ま
す
。
獅
子
頭
を
つ
け
た
舞
人
は

32●



鈴
の
舞
を
舞
い
、
そ
の
舞
に
合
わ
せ
て
両
側
の
舞
人
は
、
体
を
大
き

く
そ
ら
せ
、
ざ
い
を
手
い
っ
ぱ
い
伸
ば
し
て
頭
の
上
で
廻
し
な
が

ら
左
・
右
と
舞
い
ま
す
。
前
に
出
る
時
は
体
を
そ
ら
し
た
ま
ヽ
争

い
を
廻
し
て
と
ぶ
よ
う
に
歩
き
ま
す
。
途
中
に
切
込
み
と
い
っ
て

ざ
い
を
合
わ
せ
、
両
側
の
舞
人
が
背
を
合
わ
せ
て
座
り
、
首
を
ね
じ

っ
て
顔
を
見
合
わ
せ
バ
ア
ー
・
パ
ア
ー
と
声
を
か
け
合
う
ユ
ー
モ

ラ
ス
な
場
面
も
あ
り
ま
す
。
四
方
正
面
で
行
い
ま
す
。

三本ざい

風
　
　
　
　
車

大
廻
り
を
基
本
と
す
る
舞
で
す
。
か
し
ら
は
力
帯
を
二
本
し
め
、

獅
子
頭
を
頭
に
着
け
て
、
あ
と
ま
い
と
向
き
合
う
。
あ
と
ま
い
は

か
し
ら
の
力
帯
を
巾
広
く
両
手
で
指
を
下
か
ら
く
ゞ
ら
せ
て
、
し

っ
か
り
に
ぎ
り
、
頭
を
か
し
ら
の
二
本
巻
い
た
力
帯
の
間
へ
当
て

て
は
ず
み
を
つ
け
て
頭
の
上
へ
乗
せ
て
立
つ
、
か
し
ら
は
下
向
き

の
形
で
両
手
足
を
い
っ
ぱ
い
に
広
げ
、
そ
の
手
足
の
先
に
ゆ
た
ん

を
か
け
る
。
こ
の

姿
勢
が
と
れ
た
ら

あ
と
ま
い
は
、
そ

の
場
で
じ
だ
ん
だ

を
ふ
み
な
が
ら
左

に
二
、
三
回
・
右

に
二
、
三
回
廻
る
。

か
し
ら
は
頭
を
振

り
な
が
ら
手
足
を

多
少
上
下
さ
せ
ゆ

た
ん
を
ば
た
ば
た

さ
せ
る
。
別
名
を

「
大
の
字
」
と
も
い

う
。

風　　車
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お
山
の
道
中

大
廻
り
を
基
本
と
す
る
舞
で
す
。
あ
と
ま
い
の
肩
の
上
に
、
か
し

ら
は
獅
子
頭
を
頭
に
着
け
て
立
ち
ま
す
。
あ
と
ま
い
は
自
分
の
頭

と
両
手
で
か
し
ら
の
両
足
を
固
定
さ
せ
、
腰
を
少
し
お
と
し
、
片
足

づ
つ
斜
め
前
に
出
し
て
は
後
足
を
ひ
き
つ
け
て
そ
ろ
え
て
立
ち
ま

す
。
こ
の
動
作
を
く
り
か
え
し
な
が
ら
舞
台
を
ゆ
っ
く
り
、
ゆ
っ

く
り
と
廻
り
ま
す
。
か
し
ら
は
こ
の
時
、
初
め
は
獅
子
頭
の
あ
ご

下
の
ゆ
た
ん
を
し
ぼ
っ
て
両
手
で
持
ち
、
あ
と
ま
い
（
こ
の
時
は
台

と
よ
ぶ
）
の
歩
み
に
あ
わ
せ
て
左
に
右
に
と
振
っ
て
い
き
ま
す
。
続

い
て
か
し
ら
は
日
傘
を
左
手
に
持
っ
て
右
肩
に
か
つ
ぎ
、
右
手
に

お
山
の
道
中

お山の道中

は
日
の
丸
の
扇
を
持
っ
て
台
の
進
み
に
あ
わ
せ
て
扇
を
左
肩
に
振

り
振
り
、
又
右
手
を
い
っ
ぱ
い
伸
ば
し
て
右
上
に
振
り
か
ざ
し
ま

す
。
舞
台
を
一
周
又
一
周
と
台
の
力
の
続
く
か
ぎ
り
舞
い
ま
す
。

静
か
で
お
品
の
あ
る
大
へ
ん
見
ご
た
え
の
あ
る
舞
で
あ
る
。
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三
　
人
　
持
　
ち

大
廻
り
を
基
本
と
す
る
舞
で
す
。
二
人
持
ち
の
時
の
形
に
も
う

一
人
肩
車
を
さ
せ
て
乗
せ
、
三
人
を
乗
せ
て
歩
く
芸
で
す
。

三
人
持
ち

六
　
　
　
　
部

大
廻
り
を
基
本
と
す
る
舞
で
す
。
獅
子
頭
を
頭
に
着
け
た
か
し

ら
は
あ
と
ま
い
と
向
き
合
う
。
あ
と
ま
い
は
上
体
を
前
に
か
ゞ
め

腰
を
お
と
す
。
か
し
ら
は
あ
と
ま
い
の
背
へ
腹
ば
い
に
な
り
、
頭

を
下
に
し
て
逆
立
ち
と
な
り
、
股
を
あ
と
ま
い
の
首
の
と
こ
へ
つ

け
、
下
腹
へ
両
手
を
回
し
て
し
っ
か
り
と
あ
と
ま
い
の
背
に
つ
か

ま
り
ま
す
。
あ
と
ま
い
が
上
体
を
や
ヽ
お
こ
す
と
か
し
ら
の
両
足

が
あ
が
る
の
で
か
し
ら
は
両
足
を
い
っ
ぱ
い
広
げ
足
先
に
ゆ
た
ん

を
か
け
て
、
舞
台
を
廻
る
舞
で
す
。

六　　部
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合

　

　

　

剣

下
り
花
か
ら
始
め
ま
す
。
獅
子
頭
を
つ
け
た
舞
人
の
左
側
に
長

襦
袢
に
た
す
き
が
け
、
ほ
お
か
む
り
を
し
た
舞
人
が
立
ち
ま
す
。

二
人
共
左
手
に
剣
右
手
に
鈴
を
持
っ
て
一
本
剣
の
よ
う
に
剣
を
廻

し
な
が
ら
舞
い
ま
す
。
正
面
を
変
え
る
時
か
し
ら
は
右
廻
り
、
相

合　　剣

合　　剣

手
は
左
に
進
み
、
か
し
ら
が
左
正
面
に
な
っ
た
時
は
相
手
は
前
方

に
向
き
合
っ
た
形
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
二
人
共
前
進
し
、
出
合
っ

た
と
こ
ろ
で
剣
を
合
わ
せ
あ
っ
て
切
り
込
み
を
致
し
ま
す
。
か
し

ら
は
す
べ
て
右
に
右
に
と
廻
り
相
手
は
こ
れ
に
向
き
合
う
よ
う
に

進
ん
で
四
方
正
面
で
行
い
ま
す
。
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五
　
人
　
返
　
り

大
廻
り
を
基
本
と
す
る
舞
で
す
。
四
人
返
り
の
後
に
も
う
一
人

加
え
て
五
人
で
廻
転
跳
び
廻
り
を
す
る
も
の
で
す
。

五人返り

う
　
　
な
　
　
ぎ

大
廻
り
を
基
本
と
す
る
舞
で
す
。
「
だ
ん
ご
」
と
同
じ
要
領
で
、

立
っ
て
行
う
舞
で
す
。

う
　
な
　
ぎ
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前
立
の
後
行

大
廻
り
を
基
本
と
す
る
舞
で
す
。
「
前
立
の
前
行
」
と
同
じ
よ
う

に
舞
台
を
廻
り
ま
す
。
お
り
る
時
に
は
ず
み
を
つ
け
て
か
し
ら
は

あ
と
ま
い
の
頭
を
越
え
て
後
に
お
り
る
。
あ
と
ま
い
も
か
し
ら
に

つ
れ
て
後
に
お
り
た
か
し
ら
の
背
の
上
を
こ
ろ
が
っ
て
後
に
立
つ

も
の
で
す
。
こ
の
時
あ
と
ま
い
は
か
し
ら
の
力
帯
を
下
か
ら
指
を

入
れ
て
持
つ
。

前
立
の
後
行

谷

　

落

　

し

大
廻
り
を
基
本
と
す
る
舞
で
す
。
か
し
ら
は
左
手
で
獅
子
頭
を

持
ち
、
少
し
前
か
ゞ
み
の
中
腰
に
な
く
、
あ
と
ま
い
の
首
を
右
手

で
巻
い
て
し
っ
か
り
と
自
分
の
力
帯
を
に
ぎ
り
ま
す
。
あ
と
ま
い

は
か
し
ら
の
力
帯
を
両
手
を
広
げ
て
し
っ
か
り
と
に
ぎ
り
か
し
ら

の
背
の
上
へ
逆
立
ち
を
し
ま
す
。
こ
の
形
で
か
し
ら
は
横
歩
き
で

舞
台
を
一
廻
り
す
る
。
お
り
る
時
は
、
あ
と
ま
い
は
そ
の
ま
、
足

を
お
ろ
し
て
き
て
か
し
ら
の
前
に
座
る
よ
う
に
お
り
、
か
し
ら
の

力
帯
を
そ
の
ま
、
引
い
て
自
分
の
頭
の
上
を
通
し
て
か
し
ら
を
前

に
お
ろ
し
ま
す
。

谷

落

し
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な

お

り

十

六

大
廻
り
を
基
本
と
す
る
舞
で
す
。
「
き
び
す
返
し
」
を
正
座
し
た

形
で
行
う
舞
で
す
。

なおり十六

四
　
人
　
持
　
ち

大
廻
り
を
基
本
と
す
る
舞
で
す
。
三
人
持
ち
の
時
の
形
に
力
自

慢
の
男
は
力
帯
を
輪
に
む
す
ん
だ
も
の
を
自
分
の
首
か
ら
前
に
た

ら
し
、
そ
こ
に
も
う
一
人
を
乗
せ
て
歩
く
芸
で
す
。

四
人
持
ち
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三

　

本

　

剣

下
り
花
か
ら
始
め
ま
す
。
長
襦
袢
に
た
す
き
が
け
の
三
人
が
横

一
列
に
並
ん
で
舞
う
。
中
の
舞
人
は
獅
子
頭
を
か
ぶ
り
、
両
側
の

舞
人
は
ほ
お
か
む
り
を
し
、
そ
れ
ぞ
れ
左
手
に
剣
を
右
手
に
鈴
を

持
っ
て
一
本
剣
の
よ
う
に
三
人
あ
わ
せ
て
舞
い
ま
す
。
正
面
に
出

た
時
に
は
切
り
込
み
と
い
っ
て
三
人
が
剣
を
あ
わ
せ
て
切
る
場
面

も
あ
り
ま
す
。
四
方
正
面
で
行
わ
れ
ま
す
。

三
　
本
剣

三
　
本
剣

鐘巻の後行

鐘
巻
の
後
行

大
廻
り
を
基
本
と
す
る
舞
で
す
。
「
鐘
巻
の
前
行
」
と
同
じ
く
舞

台
を
廻
り
、
お
り
る
時
か
し
ら
は
あ
と
ま
い
の
頭
の
上
を
と
び
越

し
て
お
り
、
更
に
あ
と
ま
い
は
か
し
ら
の
背
の
上
を
こ
ろ
が
っ
て

お
り
ま
す
。
や
は
り
こ
の
時
は
あ
と
ま
い
は
か
し
ら
の
力
帯
に
指

を
下
か
ら
さ
し
こ
ん
で
に
ぎ
り
ま
す
。
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猿

　

　

　

屋

変
形
的
な
洞
入
り
で
始
ま
り
ま
す
。
山
道
を
猿
を
肩
に
の
せ
た

猿
廻
し
が
通
り
ま
す
。
獅
子
に
見
つ
か
り
、
右
に
左
に
逃
げ
ま
わ

る
の
で
す
が
、
つ
い
に
猿
を
獅
子
に
取
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
猿

を
か
ゝ
え
こ
ん
で
う
ず
く
ま
っ
た
獅
子
か
ら
猿
を
取
り
返
そ
う

と
し
猿
廻
し
は
左
か
ら
右
か
ら
あ
る
い
は
正
面
か
ら
と
獅
子
に
と

び
か
ゝ
っ
て
行
く
の
で
す
が
ど
う
し
て
も
取
り
返
す
こ
と
が
で
き

猿　　屋

猿　　屋

ま
せ
ん
。
つ
か
れ
は
て
た
猿
過
し
は
、
少
し
は
な
れ
て
獅
子
の
正

面
で
座
り
込
み
ま
す
。
肩
よ
り
荷
物
を
お
ろ
し
、
獅
子
に
ち
ょ
っ

か
い
を
か
け
な
が
ら
べ
ん
と
う
を
食
べ
た
り
、
煙
草
を
吸
っ
た
り

い
ろ
い
ろ
の
所
作
を
し
ま
す
。
西
の
山
に
日
が
沈
み
か
け
ま
す
。

手
を
か
ざ
し
て
太
陽
を
眺
め
、
時
計
を
見
た
り
、
次
第
に
暮
れ
て

い
く
日
に
猿
廻
し
は
、
や
む
な
く
度
胸
を
き
め
て
立
ち
あ
が
り
、

小
便
を
し
て
、
は
ち
巻
き
を
し
め
直
し
て
獅
子
に
と
び
か
か
り
ま

す
。
二
回
、
三
回
す
る
う

ち
に
つ
い
に
猿
を
取
り
返

し
、
山
道
を
と
ん
で
帰
り

ま
す
が
、
そ
の
途
中
で
何

度
も
獅
子
に
出
会
っ
て
と

び
あ
が
る
や
ら
、
に
げ
ま

わ
る
や
ら
で
、
つ
い
に
は

獅
子
も
猿
廻
し
も
つ
か
れ

は
て
ヽ
猿
廻
し
は
き
り
き

り
舞
を
し
て
あ
お
む
け
に

大
の
字
に
な
っ
て
伸
び
て

し

ま

う

と

い

う

コ

ミ

ッ

ク

な
芸
で
人
気
舞
の
一
つ
で

す
。
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猫

　

返

　

り

大
廻
り
を
基
本
と
す
る
舞
で
す
。
正
常
な
形
で
構
え
て
い
る
か

し
ら
の
お
尻
の
所
を
あ
と
ま
い
は
ち
ょ
っ
と
前
へ
進
ん
で
、
頭
で

と
ー
ん
と
突
き
ま
す
。
こ
れ
を
合
図
に
か
し
ら
と
あ
と
ま
い
は
同

時
に
右
廻
り
に
横
に
寝
こ
ろ
び
廻
転
し
な
が
ら
ぴ
ょ
ん
と
転
や

か
に
立
ち
上
が
り
、
も
と
の
正
常
な
形
に
も
ど
る
。
猫
の
身
軽
さ

を
ま
ね
た
芸
で
す
。

猫

返

り

豊
　
年
　
返
　
り

大
廻
り
を
基
本
と
す
る
舞
で
す
。
「
う
な
ぎ
」
に
似
た
舞
で
獅
子

頭
を
頭
に
着
け
た
か
し
ら
は
、
あ
と
ま
い
と
向
か
い
合
っ
て
構
え
、

お
互
い
の
体
を
右
肩
に
か
つ
ぐ
よ
う
な
形
に
体
を
ね
じ
っ
て
、
両
手

で
し
っ
か
り
と
相
手
の
胴
を
だ
き
か
ヽ
え
、
肩
に
は
か
つ
が
ず
に

横
に
振
る
よ
う
に
後
へ
後
へ
と
軽
や
か
に
廻
り
歩
く
芸
で
す
。

豊年返り
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六
　
人
　
返
　
り

大
廻
り
を
基
本
と
す
る
舞
で
す
。
五
人
返
り
の
後
に
も
う
一
人

加
わ
っ
て
、
六
人
で
廻
転
跳
び
廻
り
を
す
る
も
の
で
す
。
「
五
人
返

り
」
位
か
ら
は
特
に
技
の
い
る
芸
で
、
廻
転
す
る
時
六
人
目
の
人
は

舞
台
の
天
井
に
つ
か
え
る
が
と
思
う
位
に
跳
び
上
が
り
、
勇
壮
な

舞
で
す
。

六人返り

剣

　

呑

　

み

洞
入
り
か
ら
始
め
ま
す
。
山
野
に
遊
ぶ
獅
子
が
道
端
に
き
ら
り

と
光
る
剣
を
見
つ
け
ま
す
。
獅
子
は
剣
が
何
な
の
か
よ
く
わ
か
ら

ず
、
こ
わ
い
も
の
見
た
き
で
遠
く
か
ら
左
に
右
に
と
足
を
し
の
ば

せ
て
眺
め
廻
り
ま
す
。
時
に
は
つ
ヽ
っ
と
近
寄
っ
て
み
ま
す
が
す

ぐ
に
と
び
の
き
ま
す
。
き
ら
り
と
光
る
も
の
が
少
し
も
動
か
な
い

の
で
、
次
第
に
大
胆
に
な
り
、
近
く
に
よ
っ
て
右
か
ら
左
か
ら
と

眺
め
ま
す
。
そ
し
て
、
つ
い
に
は
剣
を
口
に
く
わ
え
、
体
を
一
回

剣呑み
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剣呑み

転
さ
せ
て
剣
を
呑
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
ほ
っ
と
一
息
つ
い
た
獅
子

は
喜
ん
で
大
の
字
（
あ
と
ま
い
に
向
か
い
合
っ
た
か
し
ら
は
頭
に

獅
子
頭
を
着
け
て
、
あ
と
ま
い
の
手
助
け
に
よ
っ
て
、
あ
と
ま
い

の
頭
の
上
に
腹
を
つ
け
て
乗
り
、
四
肢
を
広
げ
て
伸
ば
し
手
足
の

指
に
ゆ
た
ん
を
か
け
る
。
あ
と
ま
い
は
か
し
ら
を
頭
に
乗
せ
て
両

手
で
か
し
ら
の
力
帯
を
も
っ
て
さ
ヽ
え
、
じ
だ
ん
だ
を
ふ
み
な
が

ら
左
に
右
に
と
廻
り
ま
す
。
こ
の
時
か
し
ら
は
手
足
を
上
下
に
振

っ
て
ゆ
た
ん
を
振
る
わ
せ
る
芸
）
を
し
、
ね
ぐ
ら
に
帰
る
舞
で
す
。

ひ
ょ
う
し
返
り

大
廻
り
を
基
本
と
す
る
舞
で
す
。
二
匹
の
獅
子
で
舞
い
ま
す
。

あ
と
ま
い
は
、
そ
れ
ぞ
れ
お
か
め
の
面
と
ひ
ょ
っ
と
こ
の
面
を
つ

け
、
ほ
お
か
む
り
を
し
ま
す
。
二
匹
の
獅
子
は
左
右
に
分
か
れ
て

舞
い
、
あ
と
ま
い
は
尾
の
と
こ
ろ
か
ら
ゆ
た
ん
の
外
顔
を
出
し
ま

す
。
笛
に
あ
わ
せ
て
か
し
ら
は
獅
子
頭
を
廻
転
さ
せ
な
が
ら
右
に

左
に
と
横
あ
る
き
を
し
ま
す
。
あ
と
ま
い
は
両
手
を
ひ
ろ
げ
、
か

し
ら
の
廻
転
に
よ

っ
て
胴
の
と
こ
ろ

で
ね
じ
れ
た
ゆ
た

ん
を
廻
り
跳
び
し

な
が
ら
も
と
に
も

ど
し
ま
す
。
面
白

い
ユ
ー
モ
ラ
ス
な

舞
で
す
。

ひょうし返り
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乱
菊
の
も
も
立
ち
の
後
行

大
廻
り
を
基
本
と
す
る
舞
で
す
。
「
乱
菊
の
も
も
立
ち
の
前
行
」

と
同
じ
よ
う
に
舞
台
を
廻
り
ま
す
。
お
り
る
時
あ
と
ま
い
は
か
し

ら
の
力
帯
を
持
つ
手
を
下
か
ら
さ
し
こ
ん
で
持
ち
変
え
、
は
ず
み

を
つ
け
、
か
し
ら
は
あ
と
ま
い
の
頭
の
上
を
こ
え
て
お
り
立
ち
、

あ
と
ま
い
も
か
し
ら
に
つ
ら
れ
て
か
し
ら
の
背
の
上
を
廻
り
と
び

し
て
お
り
立
ち
ま
す
。

乱
菊
の
も
も
立
ち
の
後
行

五
　
人
　
持
　
ち

大
廻
り
を
基
本
と
す
る
舞
で
す
。
「
四
人
持
ち
」
の
形
に
力
自
慢

の
男
は
も
う
一
人
と
ば
か
り
、
肩
車
で
の
せ
て
い
る
人
の
上
に
更

に
一
人
肩
車
に
の
せ
、
上
二
人
、
両
脇
に
一
人
づ
つ
、
前
に
一
人

と
計
五
人
の
体
重
を
さ
ヽ
え
て
の
っ
し
、
の
っ
し
と
舞
台
を
歩
く
、

大
へ
ん
な
力
芸
で
す
。

五
人
持
ち
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七
　
人
　
返
　
り

大
廻
り
を
基
本
と
す
る
舞
で
す
。
「
六
人
返
り
」
に
も
う
一
人
加

わ
り
七
人
で
廻
転
跳
び
廻
り
を
す
る
も
の
で
、
か
し
ら
が
跳
び
上

が
る
と
同
時
に
後
の
方
の
舞
人
は
ど
ん
ど
ん
前
に
お
し
出
し
、
次

つ
ぎ
に
と
び
廻
っ
て
い
く
芸
で
、
芸
の
中
で
は
花
形
と
さ
れ
、
誰

一
人
で
も
、
う
っ
か
り
前
の
人
の
力
帯
か
ら
手
を
は
な
せ
ば
大
け

が
に
つ
な
が
る
大
へ
ん
な
も
の
で
、
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
的
な
芸
で
す
。

七人返り

両
　
　
　
　
剣

下
り
花
よ
り
始
め
ま
す
。
長
襦
袢
に
た
す
き
が
け
の
舞
人
は
頭

に
獅
子
頭
を
着
け
、
ゆ
た
ん
で
体
を
巻
き
、
両
手
に
剣
を
一
本
づ

つ
持
ち
ま
す
。
一
人
舞
で
す
。
持
っ
た
剣
を
刃
こ
ぼ
れ
は
な
い
か

と
な
が
め
た
り
、
切
り
つ
け
た
り
し
た
後
、
四
方
に
住
む
悪
魔
を

追
い
払
い
、
切
り
払
っ
て
住
み
よ
い
里
に
す
る
た
め
の
悪
魔
拂
い

の
舞
で
あ
る
。
特
に
切
込
み
の
場
面
は
勇
壮
で
見
ご
た
え
の
あ
る

舞
で
四
方
正
面
で
舞
わ
れ
ま
す
。

両
　
　
剣

両
　
　
剣
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花
が
か
り

こ
の
舞
は
、
夕
方
う
す
ぐ
ら
く
な
る
頃
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

雄
獅
子
、
雌
獅
子
二
匹
に
よ
っ
て
舞
い
ま
す
。
太
陽
は
西
の
山

に
か
く
れ
、
月
が
こ
う
こ
う
と
照
ら
す
光
に
さ
そ
わ
れ
て
雄
雌
の

獅
子
が
野
山
に
遊
び
愛
を
さ
ヽ
や
き
合
い
ま
す
。
野
中
の
一
本
の

ぼ
た
ん
の
花
木
（
舞
台
で
は
台
に
椿
の
木
を
立
て
ヽ
そ
れ
に
紅
提

灯
十
二
個
つ
け
火
を
と
も
し
て
花
に
見
た
て
ま
す
。
）
を
中
心
に
雌

雄
の
獅
子
は
向
か
い
合
っ
て
、
あ
と
ま
い
の
さ
し
出
し
に
よ
り
、
獅

花がかり

子
頭
を
ゆ
た
ん
の
奥
深
く
沈
め
、
相
手
の
動
く
動
作
の
物
音
を
た

よ
り
に
舞
い
ま
す
。
四
方
を
眺
め
た
り
、
互
い
に
熱
い
ま
な
ざ
し
で

な
が
め
合
い
な
が
ら
愛
を
さ
ヽ
や
き
恋
に
酔
い
、
甘
い
ぼ
た
ん
の

蜜
を
す
ヽ
り
合
っ
た
り
し
て
四
方
正
面
で
舞
い
ま
す
。
う
す
暗
い

舞
台
の
上
で
静
か
に
静
か
に
舞
わ
れ
る
中
に
勇
壮
な
場
面
も
あ
り
、

優
雅
で
心
に
じ
ー
ん
と
ひ
ゞ
い
て
来
る
よ
う
な
感
動
を
受
け
る
舞

で
す
。

花がかり
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お
か
め
の
舞

下
り
花
か
ら
始
め
ま
す
。
か
し
ら
は
鈴
の
舞
を
舞
い
ま
す
。
か

し
ら
は
獅
子
頭
の
ゆ
た
ん
を
丸
め
て
帯
状
に
し
、
そ
の
先
は
道
化

役
が
持
ち
ま
す
。
（
以
下
か
し
ら
を
獅
子
と
呼
び
ま
す
）
獅
子
は
自

分
の
右
側
に
妾
（
は
で
な
中
振
を
着
て
、
頭
に
は
つ
の
か
く
し
を
し

た
女
装
の
舞
人
）
を
左
側
に
本
妻
（
地
味
な
留
袖
を
着
、
頭
に
は
つ

の
か
く
し
を
し
た
女
装
の
舞
人
）
を
し
た
が
え
て
舞
い
、
妾
・
本
妻

おかめの舞

おかめの舞

は
そ
れ
ぞ
れ
提
灯
を
持
っ
た
案
内
人
に
足
元
を
照
ら
し
て
も
ら
い

な
が
ら
左
手
に
扇
子
、
右
手
に
鈴
を
持
ち
、
扇
子
は
顔
の
前
で
廻

し
な
が
ら
舞
い
ま
す
。
「
合
剣
」
の
時
の
道
行
き
で
廻
り
ま
す
。
そ

れ
に
「
振
り
込
み
」
（
ち
ゃ
れ
男
が
大
き
な
男
の
シ
ン
ボ
ル
を
着
け

て
舞
う
）
も
加
わ
り
ま
す
。
獅
子
は
妾
を
つ
れ
て
舞
い
、
本
妻
は

反
対
側
に
向
き
合
っ
て
舞
う
。
舞
台
の
中
心
で
出
会
う
切
込
み
場

面
で
は
、
振
り
込
み
が
妾
の
前
に
男
の
シ
ン
ボ
ル
を
お
し
つ
け
、
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おかめの舞

おかめの舞を終って宿へ帰る

笛
に
あ
わ
せ
て
行
う
セ
ッ
ク
ス
シ
ー
ン
も
見
ら
れ
、
事
後
処
理
し

た
紙
は
福
の
神
（
拭
く
の
神
）
と
呼
ば
れ
、
見
物
人
の
間
で
奪
い

合
う
風
景
も
見
ら
れ
ま
す
。
四
方
正
面
で
舞
わ
れ
大
へ
ん
に
ぎ
や

か
な
舞
で
す
。
こ
の
舞
が
終
り
に
近
づ
く
と
、
太
鼓
や
ぐ
ら
の
上

で
打
ち
な
ら
す
「
で
ん
が
ら
か
し
踊
り
」
の
太
鼓
が
ひ
ゞ
き
、
お
祭

り
は
獅
子
舞
か
ら
祭
踊
り
に
引
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。
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7、獅子舞の主な諸道具

鈴 獅子頭とゆたん

御　　　　　幣 大　　太　　鼓

剣 小　　太　　鼓
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日　　　　　傘 力　　　　　帯

扇 ざ　　　　　　い

道化役のはくわらじ さ　し　だ　し

●51



手　　　　　　甲 「おかめの舞」につかうもの

め　　　　　　ん 猿

保存会提灯 手甲・ももひき・力帯
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8
、
栗
笠
の
獅
子
連
中
規
約

（
名
　
称
）

第

一

　

条

第
一
章
　
　
　
名
　
　
称

本
会
は
栗
笠
の
獅
子
連
中
と
称
す
る
。

2
　
本
会
は
事
務
所
（
宿
）
を
運
営
委
員
長
宅
に
置
く
。

第
　
二
　
条

（
目
　
的
）

本
会
は
〝
栗
笠
の
獅
子
舞
〟
保
存
会
（
以
下
保
存
会
と
呼
ぶ
）
を
母
体
と
し
、
岐
阜
県
重
要
無
形
文
化
財
〝
栗
笠
の
獅
子
舞
〟
の
顕
彰
と
向
上
、
且

つ
永
遠
に
正
し
く
伝
承
す
る
為
に
会
員
協
力
し
て
貢
献
す
る
事
を
目
的
と
す
る
。

第
　
三
　
条

（
事
　
業
）

本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
次
の
事
業
を
行
う
。

一
、
福
地
神
社
の
祭
礼
に
獅
子
舞
の
奉
納
を
す
る
。

二
、
〝
栗
笠
の
獅
子
舞
〟
　
の
芸
向
上
の
為
、
必
要
に
応
じ
て
芸
の
研
究
、
習
得
を
す
る
。

三
、
永
遠
に
正
し
く
〝
栗
笠
の
獅
子
舞
〟
を
伝
承
す
る
為
、
お
囃
子
や
獅
子
舞
を
広
く
指
導
す
る
。

四
、
地
区
外
の
文
化
財
関
係
と
の
交
流
を
は
か
り
、
且
つ
又
、
芸
と
関
す
る
折
衝
等
を
行
う
。

五
、
必
要
に
応
じ
地
元
は
基
よ
り
、
地
区
外
に
於
て
も
〝
栗
笠
の
獅
子
舞
〟
　
の
奉
納
や
披
露
を
す
る
。

六
、
そ
の
他
本
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業
。

第
　
四
　
条

（
会
　
員
）

第
　
二
　
章
　
　
　
会
　
　
員

本
会
の
会
員
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
、
〝
栗
笠
の
獅
子
舞
″
の
お
囃
子
、
獅
子
舞
、
そ
の
他
の
世
話
に
関
与
す
る
者
で
中
学
生
以
上
の
男
性
。

二
、
保
存
会
の
全
長
及
び
代
表
者
二
名
、
福
地
神
社
氏
子
役
員
（
以
下
氏
子
と
呼
ぶ
）
代
表
二
名
。

三
、
そ
の
他
、
栗
笠
地
区
内
在
住
の
有
志
の
男
性
。

第
　
五
　
条

（
入
　
会
）

本
会
の
目
的
と
賛
同
す
る
者
に
し
て
、
全
員
の
勧
誘
や
有
志
の
申
し
出
に
よ
り
、
本
部
委
員
会
の
承
認
に
よ
り
入
会
を
得
る
。
又
脱
会
も
同
じ
。

第
　
六
　
条

（
役
　
員
）

第
　
三
　
章
　
　
　
役
　
　
員

本
会
に
は
次
の
役
員
を
置
く
。

運
営
委
員
長
　
　
　
　
　
一
名

副
運
営
委
員
長
　
　
　
　
　
　
二
名

会
　
　
　
　
　
計
　
　
正
・
副
各
一
名

書
　
　
　
　
　
記
　
　
正
・
副
各
一
名

顧
　
　
　
　
　
問
　
　
　
　
　
若
干
名
（
保
存
会
々
長
他
）

2

役
員
は
総
会
で
こ
れ
を
選
出
す
る
。
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（
任
　
務
）

第
　
七
　
条

運
営
委
員
長
は
、
本
会
を
代
表
し
、
会
務
を
統
括
す
る
。

2

副
運
営
委
員
長
は
運
営
委
員
長
を
補
佐
し
、
運
営
委
員
長
に
事
故
あ
る
と
き
は
運
営
委
員
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
定
し
た
順
序
に
よ
り
、
そ
の
職

務
を
代
行
す
る
。

3

会
計
は
運
営
委
員
長
の
指
示
に
も
と
づ
き
、
本
会
の
経
理
並
び
に
諸
費
の
運
用
に
当
た
る
。

4

書
記
は
本
会
に
関
す
る
一
切
の
記
録
を
担
当
し
、
又
、
会
員
名
簿
を
製
作
、
全
役
員
に
配
布
す
る
と
共
に
、
そ
れ
等
の
保
管
に
当
た
る
。

5

保
存
会
長
及
び
保
存
会
、
氏
子
代
表
の
内
各
一
名
づ
つ
の
計
三
名
が
会
計
を
監
査
す
る
。

第

　

八

　

条

（
任
　
期
）

役
員
の
任
期
は
二
年
と
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

第
　
九
　
条

（
顧
　
問
）

本
会
は
運
営
委
員
長
の
推
薦
に
よ
り
、
総
会
の
議
を
経
て
顧
問
を
推
薦
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

第
　
十
　
条

（
役
　
割
）

第
　
四
　
章
　
　
　
委
員
会
及
び
部
会

本
会
に
は
、
次
の
委
員
会
及
び
部
会
（
部
役
員
）
を
置
く
。

本
部
委
員
会
（
運
営
委
員
長
、
副
運
営
委
員
長
、
正
会
計
、
正
書
記
、
各
部
長
を
以
て
構
成
す
る
）

運
営
委
員
会
（
役
員
及
び
各
正
・
副
部
長
、
保
存
会
代
表
二
名
、
氏
子
代
表
二
名
を
以
て
構
成
す
る
）

囃
　
子
　
方
　
部
　
　
　
部
長
　
一
名
　
　
　
　
　
副
部
長
　
一
名
　
　
　
　
　
以
下
部
員

獅
　
子
　
舞
　
部
　
　
　
部
長
　
一
名
　
　
　
　
　
副
部
長
　
一
名
　
　
　
　
　
以
下
部
員

世
　
話
　
入
　
部
　
　
　
部
長
　
一
名
　
　
　
　
　
副
部
長
　
一
名
　
　
　
　
　
以
下
部
員

連
　
　
絡
　
　
部
　
　
　
部
長
　
一
名
　
　
　
　
　
副
部
長
　
一
名
（
部
長
、
副
部
長
は
、
東
・
西
に
分
か
れ
る
）

2

正
・
副
部
長
は
、
運
営
委
員
長
が
任
命
す
る
。
但
し
役
員
と
の
兼
任
は
妨
げ
な
い
。

3

委
員
会
、
部
会
役
員
共
そ
の
任
期
は
役
員
任
期
に
準
ず
る
。

第
　
五
　
章
　
　
　
会
　
議

第

十

一

条

（
会
　
議
）

本
部
委
員
会
、
運
営
委
員
会
は
、
必
要
に
応
じ
て
運
営
委
員
長
が
招
集
す
る
。

2

総
会
は
毎
年
一
回
会
計
年
度
終
了
後
三
ヶ
月
以
内
に
運
営
委
員
長
が
招
集
す
る
。
但
し
運
営
委
員
長
ま
た
は
、
本
部
委
員
会
が
必
要
と
認
め
た

場
合
に
は
臨
時
に
総
会
を
招
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

3

各
部
会
は
部
長
が
必
要
と
認
め
た
場
合
、
運
営
委
員
長
に
通
達
後
招
集
す
る
。

第
十
二
条

（
重
要
事
項
）

次
の
事
項
は
、
総
会
に
提
出
し
て
、
そ
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
、
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
に
つ
い
て
の
事
項

二
、
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
に
つ
い
て
の
事
項

三
、
そ
の
他
本
部
委
員
会
に
お
い
て
必
要
と
認
め
た
事
項

第
十
三
条

（
決
　
議
）

総
会
及
び
総
て
の
会
議
の
決
議
は
出
席
者
の
過
半
数
を
以
て
決
す
る
。
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第
　
六
　
章

保
存
会
及
び
氏
子

第
十
四
条

（
受
　
益
）

本
会
は
、
保
存
会
並
び
に
氏
子
よ
り
次
の
援
助
を
受
け
る
。

一
、
本
会
に
関
す
る
政
治
的
折
衝
は
原
則
と
し
て
保
存
会
に
て
行
う
。

二
、
保
存
会
よ
り
本
会
は
毎
年
一
回
又
は
二
回
に
分
け
て
定
ま
っ
た
援
護
費
を
受
け
る
。
又
、
必
要
に
応
じ
て
保
存
会
に
特
別
援
助
を
懇
請
し
て
受

け
る
事
が
出
来
る
。

三
、
保
存
会
及
び
氏
子
の
代
表
（
各
々
二
名
）
を
本
会
に
加
入
、
運
営
委
員
と
し
て
、
運
営
協
議
に
参
加
を
得
る
。
猶
本
会
と
保
存
会
・
氏
子
と
の

連
絡
は
す
べ
て
、
こ
の
代
表
が
そ
の
責
任
に
於
て
行
う
。

四
、
村
内
に
於
け
る
獅
子
舞
の
舞
台
に
関
す
る
事
項
は
、
す
べ
て
保
存
会
の
援
助
を
受
け
る
。

第
　
七
　
章
　
　
　
会
　
　
計

第
十
五
条

（
経
　
費
）

本
会
の
運
営
に
要
す
る
経
費
は
、
保
存
会
よ
り
の
援
護
費
、
事
業
に
伴
う
収
支
、
寄
附
金
、
補
助
金
、
そ
の
他
を
以
て
支
弁
す
る
。

第
十
六
条

（
会
計
年
度
）

本
会
の
会
計
年
度
は
毎
年
十
一
月
一
日
に
始
ま
り
、
翌
年
十
月
三
十
一
日
に
終
わ
る
。

第
　
八
　
章
　
　
　
そ
の
他

第
十
七
条

（
そ
の
他
）

こ
の
会
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
本
会
の
運
営
に
つ
い
て
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
総
会
に
は
か
っ
て
細
則
を
設
け
る
こ
と
が
出
来
る
。

付
　
　
　
　
　
則

1

会
則
の
変
更
は
総
会
の
決
議
に
よ
る
。

2

こ
の
会
則
は
昭
和
三
十
九
年
五
月
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

9
、

栗
笠
の
獅
子
舞
保
存
会
規
約

時
代
の
変
遷
に
と
も
な
っ
て
、
従
来
の
保
存
会
、
獅
子
連
中
の
在
り
方
で
は
、
そ
の
保
存
に
支
障
が
多
く
な
っ
た
の
で
栗
笠
区
役
員
・
福
地
神
社
氏
子
役
員
・
子
ど

も
育
成
会
役
員
及
び
獅
子
舞
芸
能
伝
承
者
全
員
を
中
核
と
し
て
特
に
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
て
伝
承
者
の
養
成
に
尽
力
す
る
こ
と
と
し
、
昭
和
五
十
六
年
十
一
月
一

日
規
約
を
制
定
し
た
。

第

一

章

名
称
、
目
的
及
び
事
業

第

　

一

　

条

（
名
　
称
）

本
会
は
、
栗
笠
の
獅
子
舞
保
存
会
と
称
す
る
。

第
　
二
　
条

（
目
　
的
）

本
会
は
、
岐
阜
県
重
要
無
形
文
化
財
（
乗
笠
の
獅
子
舞
）
　
の
顕
彰
と
向
上
、
か
つ
永
く
伝
承
す
る
た
め
に
会
員
協
力
し
て
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

第
　
三
　
条

（
事
　
業
）

本
会
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
次
の
事
業
を
行
う
。

●55



2
　
福
地
神
社
の
祭
礼
に
獅
子
舞
を
奉
納
す
る
。

3
　
獅
子
舞
の
芸
の
向
上
の
た
め
研
修
或
は
伝
承
の
た
め
に
指
導
す
る
。

4
　
地
区
外
の
文
化
財
関
係
と
の
交
流
及
び
必
要
に
応
じ
地
区
外
に
お
い
て
も
奉
納
、
披
露
す
る
。

5
　
そ
の
他
本
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業
を
行
う
。

第
　
二
　
章
　
　
　
会
　
　
員

第
　
四
　
条

（
会
員
）

本
会
の
全
員
は
、
栗
笠
地
区
内
に
在
住
す
る
全
世
帯
と
す
る
。

2
　
本
会
の
主
旨
に
賛
同
す
る
組
織

第
　
三
　
章
　
　
　
役
　
　
員

第
　
五
　
条

（
役
　
員
）

本
会
に
次
の
役
員
を
置
く
。

2
　
区
役
員
、
氏
子
役
員
、
子
ど
も
育
成
会
役
員
、
そ
の
他
主
旨
賛
同
の
組
織
役
員
及
び
芸
能
伝
承
者
全
員
を
運
営
委
員
と
す
る
。

3
　
運
営
委
員
の
内
か
ら
次
の
役
員
を
設
け
る
。

保
　
存
　
会
　
長
　
　
一
名
（
区
長
が
兼
務
す
る
）

同
　
副
　
会
　
長
 
若
干
名
（
構
成
、
各
組
織
か
ら
一
名
を
選
出
す
る
）

理
　
　
　
　
　
事
　
　
若
干
名
（
同
　
　
　
　
　
　
　
二
名
を
選
出
す
る
）

会
　
計
　
（
書
記
）
　
　
　
二
名
（
運
営
委
員
の
内
か
ら
選
出
す
る
）

4
　
会
計
監
査
　
二
名
（
運
営
委
員
以
外
か
ら
選
出
す
る
）

第
　
六
　
条

（
理
事
会
）

本
会
に
理
事
会
を
設
け
る
。
理
事
会
の
構
成
は
、
次
の
通
り
と
す
る
。

保
　
存
　
会
　
長
　
　
一
名
　
　
　
　
　
同
　
副
　
会
　
長
　
　
若
干
名

理
　
　
　
　
　
事
　
　
若
干
名
　
　
　
　
　
会
　
計
　
（
書
記
）
　
　
　
二
名

第
　
七
　
条

（
経
　
費
）

第
　
四
　
章
　
　
　
会
　
　
計

本
会
の
運
営
に
要
す
る
経
費
は
、
会
費
、
寄
附
金
及
び
助
成
金
を
以
て
こ
れ
に
充
当
す
る
。

第
　
八
　
条

（
会
計
年
度
）

2
　
必
要
に
応
じ
、
臨
時
に
経
費
を
全
員
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

本
会
の
会
計
年
度
は
、
十
一
月
一
日
か
ら
翌
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。

第
　
五
　
章
　
　
　
そ
の
他

第
　
九
　
条

（
総
会
の
決
定
）

総
会
の
議
決
は
出
席
者
の
過
半
数
以
上
の
賛
成
を
必
要
と
す
る
。

（
規
約
の
改
廃
）

第
　
十
　
条

こ
の
規
約
の
改
廃
、
そ
の
他
運
営
細
則
等
を
設
け
る
場
合
は
、
総
会
の
決
議
を
要
す
る
。

附
　
　
　
　
　
則

こ
の
規
約
は
、
昭
和
五
十
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

以
　
　
上
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昭
和
二
十
二
年
十
月
五
日

敗
戦
後
の
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
思
想
的
に
も

非
常
な
混
乱
期
で
あ
っ
た
が
、
先
祖
か
ら
伝
承
さ
れ

て
来
た
誇
り
高
い
獅
子
舞
は
是
非
復
興
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
と
た
ち
あ
が
っ
た
粟
笠
獅
子
連
中
の
雄
々
し
い
姿

で
あ
る
。
（
戦
時
中
、
し
ば
ら
く
獅
子
舞
の
上
演
は
中

断
さ
れ
て
い
た
。
）
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昭
和
四
十
九
年
八
月

福
地
神
社
名
物
大
提
灯
の
張
替
作
業

こ
ん
な
大
き
な
提
灯
の
張
替
え
は
、
民
家
で
は
行

え
な
い
の
で
専
了
寺
の
本
堂
を
借
り
、
氏
子
の
中
の

奉
仕
者
で
す
べ
て
の
作
業
を
行
っ
た
。

大
き
な
足
場
が
必
要
で
あ
り
、
特
殊
な
技
法
の
い

る
困
難
な
作
業
で
あ
る
。
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●
あ
と
が
き

こ
の
冊
子
を
発
刊
す
る
に
あ
た
り
、
栗
笠
獅
子
保
存
会
の
会
長
は
じ
め
役
員
の
方
が
た
に

は
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
上
げ
ま
す
。

特
に
、
本
書
の
編
集
な
ら
び
に
第
一
章
栗
笠
村
の
執
筆
を
担
当
さ
れ
た
田
中
育
次
氏
、
第

二
章
栗
笠
村
の
獅
子
舞
の
執
筆
者
北
垣
重
宗
氏
の
ご
労
苦
に
対
し
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

昭
和
五
十
七
年
三
月

養
老
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
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